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却
資
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店
な
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付
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築
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。
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が
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付
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。
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に
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。
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。
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取
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償却資産の対象となるものの例

飲食店
・厨房設備
・レジスター
・冷蔵庫
・カラオケセット　など

理容業・美容業
・理・美容椅子
・洗面設備
・タオル蒸し器
・サインポール　など

小売店
・商品陳列ケース
・冷蔵ストッカー
・自動販売機
・冷蔵庫　など

医院
・ベッド
・手術台
・Ｘ線装置
・調剤機器　など

工場
・各種製造設備（旋盤、金
　型、プレス機器など）
・受変電設備
・構内舗装　など

売電事業
・事業としての太陽光
　発電設備　など

建設業
・ブルドーザー
・ポンプ
・ポータブル発電機
・パワーショベル　など

ガソリンスタンド
・オイルチェンジャー
・洗車機
・ガソリン計量器
・照明設備　など

不動産賃貸業
（駐車場・アパートの貸付業）
・アスファルト舗装
・植栽など外構工事　など
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申告が必要となる場合設置者

事業の用に供している資産となり、売電の有無に関係なく
償却資産として申告対象となります。法人

店舗やアパート、農業など事業を営む人が、その事業のた
めに太陽光発電設備を設置した場合は、事業の用に供して
いる資産となり、売電の有無に関係なく償却資産として申
告対象となります。また、新たに売電事業を始めた人も申
告の対象となります。

個人
（個人事業主）

住宅用太陽光発電設備を事業の用に供している場合は、償
却資産として申告の対象となります。また、発電出力が10
キロワット以上の設備は、売電事業用の資産となりますの
で申告が必要となります。

個人
（住宅用）

再生可能エネルギー発電設備に係る課税標準に特例が適用されます

固定資産税（償却資産）について

捌再生可能エネルギーの固定価格買取制度とは

　『再生可能エネルギーの固定価格買取制度』とは、
再生可能エネルギー（太陽光、風力など）で発電され
た電気を、その地域の電力会社などが一定価格で買い
取ることを国が約束した制度のことで、平成24年７月
から始まっています。

捌固定資産税の課税標準に特例が適用されます

　この制度を受けて、平成25年度から買取制度の認定
を受けた再生可能エネルギー発電設備については、固
定資産税における課税標準の特例が適用されます。
※税制改正により取得時期や特例率などが変更される
場合があります。
対象設備　経済産業省『再生可能エネルギーの固定価
格買取制度』の認定を受けた再生可能エネルギー発
電設備（蓄電装置、変電設備、送電設備を含む）の
うち償却資産に該当する部分
※住宅などの太陽光発電設備（低圧かつ発電出力10キ
ロワット未満）を除きます。
取得時期　平成24年５月29日～平成28年３月31日

適用期間　該当する設備に対して新たに固定資産税を
課税された年度から３年度分の固定資産税

適用内容　太陽光発電設備の固定資産税の課税標準と
なるべき価格を３分の２の額とします（税額がおお
むね３分の１軽減となります）。

申告添付書類　経済産業省が発行する『10キロワット
以上の太陽光発電設備に係る設備認定通知書』の写
し

その他　所有する太陽光発電設備が固定資産税（償却
資産）の申告の対象となるか分からない場合や、課
税標準額の計算、申告方法などで不明な点がありま
したら、お問い合わせください。 

太陽光発電

　売電目的および工場や事務所の屋
根などに設置した太陽光発電設備は、
償却資産に該当し、申告の対象とな
ります。
　所有している太陽光発電設備の設
置状況を確認の上、対象となる場合
は、毎年１月末までに償却資産の所
有状況を申告してください。
※償却資産は、課税標準額の合計が
150万円未満の場合、固定資産税
は課税されませんが、その場合で
も事業を営まれている場合、償却
資産の所有状況の申告は毎年必要
となります。

に係る

事業用・売電目的の太陽光発電設備は
申告が必要です
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煙
自
動
計
算
で
簡
単
に
作
成

画
面
の
案
内
に
従
っ
て
金
額
な
ど

を
入
力
す
れ
ば
、
納
税
（
還
付
）

額
な
ど
が
自
動
計
算
さ
れ
所
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復
興
特
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税
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確
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申
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。
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時
間
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合
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で
き
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（
作
成
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の
中
断

や
再
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も
簡
単
）。

煙
印
刷
し
て
郵
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な
ど
で
提
出

印
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ど
で
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す
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ば
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申
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長
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つ
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と
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せ
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。
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   軽
自
動
車
税
は
、
原
動
機
付
自
転
車
や

軽
自
動
車
、
二
輪
の
小
型
自
動
車
、
小
型

特
殊
自
動
車
な
ど
を
４
月
１
日
時
点
で
所

有
し
て
い
る
人
に
課
税
さ
れ
る
税
で
す
。

　
地
方
税
法
の
一
部
改
正
に
よ
り
、
平
成

　
年
度
か
ら
軽
自
動
車
税
の
税
率
が
次
の

27と
お
り
引
き
上
げ
ら
れ
ま
す
。
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原
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転
車
な
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機
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自
転
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な
ど
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課
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か
ら
全
車
両
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つ
い
て
、
表
１

の
税
率
が
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用
さ
れ
ま
す
。
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・
四
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動
車
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な
ど
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年
４
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録
さ
れ

27
た
車
両
か
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新
し
い
税
率
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適
用
さ
れ
ま

す
（
表
２
②
）
。

捌
　
年
以
上
経
過
し
た
軽
自
動
車

13
　
グ
リ
ー
ン
化
の
推
進
を
図
る
た
め
、
環

境
へ
の
負
荷
が
大
き
い
車
両
（
自
動
車
検

査
証
の
「
初
度
検
査
年
月
」
か
ら
　
年
を

13

経
過
し
た
車
両
（
電
気
自
動
車
な
ど
を
除

く
））は
、
平
成
　
年
度
課
税
分
か
ら
税
率

28

を
上
乗
せ
す
る
重
課
税
率
が
適
用
さ
れ
ま

す
（
表
２
③
）
。
な
お
、
平
成
　
年
３
月

27

　
日
以
前
に
登
録
さ
れ
た
車
両
に
つ
い
て

31は
、
登
録
か
ら
　
年
経
過
す
る
ま
で
、
現

13

在
の
税
率
が
適
用
さ
れ
ま
す
（
表
２
①
）。
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表２　三輪・四輪の軽自動車

表１　原動機付自転車など

バ
イ
ク
や
軽
自
動
車
を
持
っ
て
い
る
人

平平平平平平平平平平
成成成成成成成成成成

年年年年年年年年年年
度度度度度度度度度度
かかかかかかかかかか

平
成
　
年
度
か
ららららららららららら
軽軽軽軽軽軽軽軽軽軽
自自自自自自自自自自
動動動動動動動動動動
車車車車車車車車車車
税税税税税税税税税税

軽
自
動
車
税
引引引引引引引引引引引引引引引引引引引引引
ききききききききききききききききききききき
上上上上上上上上上上上上上上上上上上上上上
げげげげげげげげげげげげげげげげげげげげげ

引
き
上
げ

2222222222777777777727

平成27年度以降現　行車両区分

2,000円1,000円50穐以下

原動機付自転車
2,000円1,200円50穐超90穐以下
2,400円1,600円90穐超125穐以下
3,700円2,500円ミニカー
3,600円2,400円二輪の軽自動車（125穐超250穐以下）
6,000円4,000円二輪の小型自動車（250穐超）
2,400円1,600円農耕作業用

小型特殊自動車
5,900円4,700円その他

③重課税率②新税率①現在の税率

車両区分 新規登録後、13年
経過した車両
（平成28年度～）

平成27年４月１日
以降に新規登録す
る車両

平成27年３月31日
までに新規登録し
た車両

4,600円3,900円3,100円三輪の軽自動車
12,900円  10,800円  7,200円自家用

乗用
四輪の　
軽自動車

8,200円6,900円5,500円営業用
6,000円5,000円4,000円自家用

貨物
4,500円3,800円3,000円営業用

（年額）

（年額）
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　年末年始は何かと贈り物やお祝い事をする機会の多い季節です。政治家（候補者、候補者になろうとする人、
現に公職にある人）が選挙区内の人に、お金や物を贈ることは公職選挙法で禁止されています。
　また、有権者が政治家に寄付や贈り物を求めることも禁止されています。
　次のうち、①から⑤までの項目によって処罰されると、公民権停止（※）の対象となります。
　①政治家の寄付の禁止
　②政治家に対する寄付の勧誘・要求の禁止
　③政治家の関係団体の寄付の禁止
　④後援団体の寄付の禁止
　⑤あいさつを目的とする有料広告の禁止
　⑥年賀状などのあいさつ状の禁止（答礼のための自筆によるものを除く）
※公民権停止…選挙への立候補、選挙での投票、選挙運動への参加が停止されること

これらのものも、政治家寄付禁止の
対象になります。

政治家の寄付は禁止、
有権者が求めることも
禁止されています

問い合わせ先　みどり市選挙管理委員会☎（76）0961
参考ホームページ　総務省ホームページ　なるほど！選挙「寄附の禁止」
　http://www.soumu.go.jp/senkyo/senkyo_s/naruhodo/naruhodo08.html
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いただいた意見・要望は…いただいた意見・要望は、市
ホームページや広報みどりに掲載
（公開）する場合があります。ご
了承ください。個人情報について
は適切に管理し、回答の作成およ
び返信以外の目的では使用するこ
とはありません。

栢
投
書
箱
を
利
用
す
る
　
　
　

　「
市
民
の
声
」
投
書
箱

　
市
政
に
つ
い
て
の
ア
イ
デ
ア

や
、
要
望
、
質
問
な
ど
を
投
書
箱

と
一
緒
に
設
置
し
て
あ
る
記
入
用

紙
へ
記
入
し
、
投
書
箱
に
入
れ
て

く
だ
さ
い
。

設
置
場
所
　
笠
懸
庁
舎
、
大
間
々

庁
舎
、
東
支
所
（
各
１
階
）

回
収
日
　
毎
週
月
曜
日

注
意
事
項
　
回
答
が
必
要
な
場
合

は
、
住
所
・
氏
名
・
電
話
番
号

を
必
ず
記
入
し
て
く
だ
さ
い
。

栢
電
子
メ
ー
ル
で
送
る
　
　
　

　「
市
長
へ
の
手
紙
」

　
送
ら
れ
た
手
紙
は
、
市
長
が
全

て
目
を
通
し
て
い
ま
す
。
市
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
「
市
長
の
部
屋
」
で
詳

細
を
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

送
付
先
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス

tegam
i@
city.m

idori.gunm
a.j

     
  
      
          
   p  

注
意
事
項
　
件
名
に
「
市
長
へ
の

手
紙
」
と
記
入
し
、
回
答
が
必

要
な
場
合
は
、
住
所
・
氏
名
・

電
話
番
号
を
必
ず
記
入
し
て
く

だ
さ
い
。
個
別
の
問
い
合
わ
せ

な
ど
は
、
担
当
す
る
部
署
の
各

課
問
い
合
わ
せ
メ
ー
ル
を
ご
利

用
く
だ
さ
い
。

栢
懇
談
会
に
参
加
す
る
①
　
　

　「
タ
ウ
ン
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
」

　
市
民
の
皆
さ
ん
と
の
意
見
交
換

の
場
と
し
て
開
催
し
て
い
ま
す
。

　
タ
ウ
ン
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
に
は
、

市
長
の
直
接
説
明
、
目
的
に
よ
り

対
象
・
テ
ー
マ
を
絞
っ
た
も
の
な

ど
が
あ
り
ま
す
。
開
催
す
る
際
に

は
、
広
報
み
ど
り
や
市
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
な
ど
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

栢
懇
談
会
に
参
加
す
る
②
　
　

　「
ま
ち
か
ど
座
談
会
」

　
市
長
と
直
接
対
話
で
き
る
の
が

「
ま
ち
か
ど
座
談
会
」
で
す
。

テ
ー
マ
を
決
め
て
申
し
込
ん
で
く

だ
さ
い
。
昼
食
を
取
り
な
が
ら
の

「
ラ
ン
チ
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
（
昼
食

代
自
己
負
担
）
」
も
で
き
ま
す
。

開
催
日
　
団
体
の
希
望
す
る
日

（
年
末
年
始
を
除
く
）

※
公
務
の
都
合
に
よ
り
、
日
時
の

変
更
を
お
願
い
す
る
場
合
が
あ

り
ま
す
。

時
間
　
１
時
間
程
度

会
場
　
市
内
の
公
民
館
、
集
会
所

な
ど
（
原
則
申
込
者
が
主
催
者

と
し
て
手
配
し
て
く
だ
さ
い
）

対
象
　
市
内
在
住
・
在
勤
・
在
学

の
人
で
構
成
し
、
市
内
に
活
動

拠
点
が
あ
る
団
体
や
グ
ル
ー
プ

人
数
　
５
～
　
人
程
度
（
　
人
を

20

20

超
え
る
場
合
は
要
相
談
）

申
込
方
法
　
開
催
希
望
日
の
１
カ

月
前
ま
で
に
所
定
の
申
込
用
紙

を
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

※
申
込
用
紙
は
秘
書
課
（
笠
懸
庁

舎
）
に
あ
る
ほ
か
、
市
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
か
ら
も
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド

で
き
ま
す
。

市
で
は
、
投
書
箱
や
電
子
メ
ー
ル
、
懇
談
会
、
市
民
モ
ニ
タ
ー
な
ど
を

通
じ
て
、
皆
さ
ん
か
ら
の
意
見
・
提
案
を
お
聞
き
し
、
市
政
の
運
営
や

新
し
い
施
策
の
検
討
な
ど
に
生
か
す
協
働
の
ま
ち
づ
く
り
を
目
指
し
て

い
ま
す
。
日
頃
感
じ
て
い
る
事
な
ど
、
あ
な
た
の
想
い
を
市
へ
届
け
て

み
ま
せ
ん
か
。

問
い
合
わ
せ
先
　
秘
書
課
広
報
広
聴
係
☎
　
０
９
５
７

(76)

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
ア
ド
レ
ス
　http://w
w
w
.city.m

idori.gunm
a.j
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想想想想想想想想想想想想想想想想想想想想想想想想想想想想想想想想想想想想想想想想想想
いいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいい
をををををををををををををををををををををををををををををををををををををををををを
市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市
政政政政政政政政政政政政政政政政政政政政政政政政政政政政政政政政政政政政政政政政政
ににににににににににににににににににににににににににににににににににににににににに
届届届届届届届届届届届届届届届届届届届届届届届届届届届届届届届届届届届届届届届届届
けけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけ
よよよよよよよよよよよよよよよよよよよよよよよよよよよよよよよよよよよよよよよよよ

市
政
に
届
け
よ
うううううううううううううううううううううううううううううううううううううううううう

ま
ち
づ
く
り
に
つ
い
て
あ
な
た
が
望
む
こ
と

趣旨をご理解ください
建設的なご意見を…市政に活用するため、個人的な要望
や苦情を提出するのではなく、よりよいまちづくりの
ための建設的な意見をお願いします。
　なお、個人的な要望、苦情などは該当する業務の担
当部署までお問い合わせください。
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栢
政
策
案
に
意
見
を
伝
え
る
①

　「
市
民
モ
ニ
タ
ー
」

　
市
で
無
作
為
で
抽
出
し
た
皆
さ

ん
（
　
人
以
内
）
に
、
市
民
モ
ニ

25

タ
ー
と
し
て
１
年
間
就
任
い
た
だ

き
、
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
へ
の
回
答

や
、
市
政
に
関
す
る
提
言
な
ど
を

し
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

　
春
に
就
任
依
頼
の
通
知
が
届
い

た
ら
、
ぜ
ひ
市
民
モ
ニ
タ
ー
と
し

て
ご
意
見
を
お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
。

　
過
去
の
モ
ニ
タ
ー
ア
ン
ケ
ー
ト

結
果
や
、
提
出
さ
れ
た
意
見
・
提

案
、
市
か
ら
の
回
答
な
ど
は
、
市

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
紹
介
し
て
い
ま

す
。

栢
政
策
案
に
意
見
を
伝
え
る
②

　「
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト

　
  手
続
制
度
」

　
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
手
続
と

は
、
市
の
基
本
的
な
政
策
な
ど
を

定
め
る
条
例
や
計
画
な
ど
の
策
定

過
程
に
お
い
て
、
事
前
に
そ
の
内

容
を
公
表
し
、
広
く
市
民
皆
さ
ん

の
意
見
を
お
聞
き
し
、
そ
の
意
見

や
提
案
を
考
慮
の
上
、
政
策
な
ど

を
決
定
し
、
提
出
さ
れ
た
意
見
と

市
の
考
え
方
を
公
表
す
る
一
連
の

手
続
き
の
こ
と
で
す
。
 

　
今
回
、
次
の
２
件
に
つ
い
て
、

意
見
を
募
集
し
ま
す
の
で
、
皆
さ

ん
の
お
考
え
を
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。 

……あなたの意見をお待ちしています……あなたの意見をお待ちしています……あなたの意見をお待ちしています……

      み
ど
り
市
第
６
期
高
齢
者
保
健
福
祉
計
画
及
び
　
　
  

       介
護
保
険
事
業
計
画
（
骨
子
案
）

計
画
の
概
要
　
高
齢
者
を
取
り
巻
く
環
境
の
変
化
や
超
高
齢
社
会
の

抱
え
る
課
題
を
十
分
に
見
据
え
、
平
成
　
年
度
か
ら
の
３
年
間
に

27

取
り
組
む
べ
き
施
策
・
事
業
を
明
ら
か
に
し
た
、
第
６
期
高
齢
者

保
健
福
祉
計
画
及
び
介
護
保
険
事
業
計
画
の
骨
子
案

意
見
を
提
出
で
き
る
人
　
市
内
在
住
・
在
勤
・
在
学
の
人
、
ま
た
は
、

市
内
に
事
務
所
や
事
業
所
を
有
す
る
個
人
・
法
人
そ
の
ほ
か
の
団
体

意
見
の
提
出
方
法
　
意
見
提
出
用
紙
に
住
所
、
氏
名
、
年
齢
、
電
話

番
号
と
意
見
・
提
言
の
内
容
を
記
入
し
、
次
の
い
ず
れ
か
の
方
法

で
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。
住
所
・
氏
名
（
事
業
所
名
・
団
体
名
）

が
明
記
さ
れ
て
い
な
い
場
合
は
、
受
理
で
き
ま
せ
ん
。

①
郵
送
…
衣
３
７
９
倆
２
３
９
５
み
ど
り
市
笠
懸
町
鹿
２
９
５
２

み
ど
り
市
役
所
介
護
高
齢
課
宛
て

②
フ
ァ
ク
ス
…
　
９
０
４
８

(76)

③
電
子
メ
ー
ル
…kaigo@
      city.

     midori

 
     .  gunm

a.j

    
   p  

※
件
名
欄
に
「
事
業
計
画
意
見
」
と
記
入
し
て
く
だ
さ
い
。

④
持
参
…
介
護
高
齢
課
（
笠
懸
庁
舎
）
、
大
間
々
市
民
生
活
課
、
東

市
民
生
活
課

意
見
を
募
集
す
る
期
間
　
　
月
　
日
㈫
～
平
成
　
年
１
月
　
日
㈮
   

12

16

27

16

 　
（
必
着
）

骨
子
案
の
閲
覧
・
意
見
提
出
用
紙
の
配
布
 

煙
閲
覧
期
間
…
　
月
　
日
㈫
～
平
成
　
年
１
月
　
日
㈮
（
土
・
日
曜

12

16

27

16

日
、
祝
日
、
年
末
年
始
を
除
く
）

煙
時
間
…
午
前
８
時
　
分
～
午
後
５
時
　
分

30

15

煙
用
紙
の
配
布
場
所
…
④
と
同
じ
　

※
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
も
、
閲
覧
や
用
紙
の
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
が
で
き

ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先
　
介
護
高
齢
課
介
護
保
険
係
☎
　
０
９
７
４

(76)

     み
ど
り
市
環
境
基
本
計
画
 〈
後
期
計
画
〉
（
素
案
）

計
画
の
概
要
　
平
成
　
年
度
か
ら
の
８
年
間
と
し
て
策
定
し
た
み
ど

22

り
市
環
境
基
本
計
画
の
内
、
市
の
環
境
を
取
り
巻
く
状
況
な
ど
の

変
化
を
踏
ま
え
、
平
成
　
年
度
か
ら
の
３
年
間
に
、
良
好
な
環
境

27

保
全
と
創
造
を
目
指
し
策
定
し
た
後
期
計
画
の
素
案

意
見
を
提
出
で
き
る
人
　
市
内
在
住
・
在
勤
・
在
学
の
人
、
ま
た
は
、

市
内
に
事
務
所
や
事
業
所
を
有
す
る
個
人
・
法
人
そ
の
ほ
か
の
団
体

意
見
の
提
出
方
法
　
意
見
提
出
用
紙
に
住
所
・
氏
名
・
年
齢
・
電
話

番
号
と
意
見
・
提
案
の
内
容
を
記
入
し
、
次
の
い
ず
れ
か
の
方
法

で
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。
住
所
・
氏
名
（
事
業
所
名
・
団
体
名
）

が
明
記
さ
れ
て
い
な
い
場
合
は
、
受
理
で
き
ま
せ
ん
。

①
郵
送
…
衣
３
７
９
倆
２
３
９
５
み
ど
り
市
笠
懸
町
鹿
２
９
５
２

み
ど
り
市
役
所
生
活
環
境
課
宛
て

②
フ
ァ
ク
ス
…
　
９
８
１
３

(76)

③
電
子
メ
ー
ル
…seikast

       u  kankyo

      @city.

 
     midori.

 
      gunm

a.

    
  jp   

※
件
名
欄
に
「
み
ど
り
市
環
境
基
本
計
画
〈
後
期
計
画
〉
」
と
記
入

　
し
て
く
だ
さ
い
。

④
持
参
…
生
活
環
境
課
（
笠
懸
庁
舎
）
、
大
間
々
市
民
生
活
課
、
東

市
民
生
活
課

意
見
を
募
集
す
る
期
間
　
　
月
　
日
㈮
～
平
成
　
年
１
月
　
日
㈪

12

19

27

19

　
　
（
必
着
）

素
案
の
閲
覧
・
意
見
提
出
用
紙
の
配
布

煙
閲
覧
期
間
…
　
月
　
日
㈮
～
平
成
　
年
１
月
　
日
㈪
（
土
・
日
曜

12

19

27

19

日
、
祝
日
、
年
末
年
始
を
除
く
）

煙
時
間
…
午
前
８
時
　
分
～
午
後
５
時
　
分

30

15

煙
用
紙
の
配
布
場
所
…
④
と
同
じ

※
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
も
、
閲
覧
や
用
紙
の
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
が
で
き

ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先
　
生
活
環
境
課
環
境
衛
生
係
☎
　
０
９
８
５
      

(76)
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受賞者
発表

岩宿文化研究奨励賞学生部岩宿文化研究奨励賞学生部門門
2014年度岩宿文化2014年度岩宿文化賞賞

　11月１日㈯、笠懸
公民館で、平成26年
度みどり市岩宿文化
賞授賞式が開催され、
受賞者フォーラムや
記念講演会などが行
われました。
　岩宿遺跡の発見・

発掘は日本列島における旧石器時代（岩宿時代）段階
の人類の存在を立証したことだけでなく、科学として
の日本歴史研究の幕開けとなった出来事でした。
　市では、岩宿遺跡の発見・発掘を記念し、岩宿時代
の研究の進展に貢献した研究者を表彰し、研究の進展
とその質的な向上の進展に寄与することを目的に「岩
宿文化賞」を設けています。
　今年度は、地域の子どもたちが岩宿遺跡をより身近

小学生の部優秀研究賞
　笠懸北小　金子 愛美さん
　自分で出掛けた遺跡・博物館、岩
宿時代の動物について調べました。

作品名学校名氏名作品名学校名氏名

たて穴しき住居あずま小綿貫 大樹

努力賞

岩宿時代の動物たち笠懸北小金子 愛美小学生の部
優秀研究賞

じょう文服への道天沼小萩谷 結・文身近な遺跡から旧石器時
代・縄文時代を考える笠懸南中石内 佑佳中学生の部

優秀研究賞

水辺に暮らした縄文人朝陽小柳澤 太一よみがえれマンモス福岡中央小米川 英律希ユニーク
研究賞

木の実集めの
ポシェット作り笠懸中鈴木 康太岩宿遺跡と岩宿人の

くらし笠懸小田谷野 胡桃

努力賞

岩宿時代の暮らしと
環境鎌倉中町田 華奈子岩宿遺跡百個辞典笠懸東小森内 智紀

岩宿遺跡を知ろう！四ツ葉学園佐藤 礼奈岩宿人のくらし大間々北小赤羽 優乃香

歴史のはじまり
岩宿遺跡を探る群大付属中品川 瑞華岩宿人にチャレンジ

しよう！体験レポート大間々北小赤羽 泰地

ユニーク研究賞
　福岡中央小　米川 英律希さん
　マンモス復活計画を立て、現代人と
マンモスの共存について考えました。

中学生の部優秀研究賞
　笠懸南中　石内 佑佳さん
　市や県内７つの遺跡について調べ、
当時の人たちについて考えました。　

なものとして感じ、将来岩宿文化賞を目指す研究者が
育つことを展望し設けられた、小・中学生、高校生を
対象とした研究奨励賞学生部門の作品を募ったところ、
219人、194点の応募がありました。
　審査の結果、小学生の部・中学生の部から優秀研究
賞を各１点、応募作品全体からユニーク研究賞１点、
努力賞11点を選考しました。
【応募総数】219人、194点
　内訳）・小学生の部…158人、134点
　　　　・中学生の部…61人、60点　

－次世代の研究者となる子どもたちへ－

（敬称略）受賞者
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市内小学生の部
作品名学校名氏名

じいちゃんのしわ大間々南小藤田 晴夏大賞
大じなグローブあずま小金子 拳士

優秀賞
先生あずま小木村 健人
ばんぶうはぼくがだいすき笠懸小伊藤 史鏡

奨励賞 墓石のかえる笠懸東小加藤 朱華
友情笠懸東小吉岡 千晶

市内中学生の部
作品名学校名氏名

蝉笠懸南中須藤 恵吾大賞
籠手大間々中金子 由紀奈

優秀賞
命と感情笠懸中和田 朱里
大切なグローブ大間々中猪野 夏実

奨励賞 あの空へ東中学校星野 朱音
夢が叶った日東中学校山口 桃果

　第２回富弘美術館詩画の公募展の作品を募集したと
ころ、33都府県の４歳から94歳までと、幅広い年齢
の人からご応募いただきました。
　審査により、一般の部と市内小・中学生の部で大賞・
優秀賞・奨励賞・審査員特別賞に19人、一般の部の入
選に73人が選ばれました。
【応募総数】2,037点
　内訳）・一般の部…400点
　　　　・市内小学生の部…1,347点
　　　　・市内中学生の部…290点

　多くの人にご覧いただけるように、一般の部の入賞・
入選80作品と、市内小・中学生の部の全作品（２回に
分けて）を展示しています。
期間　平成27年２月22日㈰まで
開館時間　午前９時～午後５時
入館料　大人500円、小・中学生300円
休館日　月曜日（祝日の場合は翌日）、12月26日㈮～
平成27年１月４日㈰
市内小・中学生の部の展示期間　
【12月２日㈫～平成27年１月18日㈰】
　笠懸東小、笠懸北小、大間々北小、大間々南小、大
間々東小、福岡中央小、あずま小、大間々中
【平成27年１月20日㈫～２月22日㈰】
　笠懸小、笠懸中、笠懸南中、大間々東中、東中

受賞者

詩詩詩詩詩詩詩詩詩詩詩詩詩詩詩詩詩詩詩詩画画画画画画画画画画画画画画画画画画画画のののののののののののののののののののの公公公公公公公公公公公公公公公公公公公公募募募募募募募募募募募募募募募募募募募募詩画の公募展展展展展展展展展展展展展展展展展展展展展
第第第第第第第第第第第第第第第第第第第第２２２２２２２２２２２２２２２２２２２２回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回富富富富富富富富富富富富富富富富富富富富弘弘弘弘弘弘弘弘弘弘弘弘弘弘弘弘弘弘弘弘美美美美美美美美美美美美美美美美美美美美術術術術術術術術術術術術術術術術術術術術第２回富弘美術館館館館館館館館館館館館館館館館館館館館館

受受受受受受受受受受受受受受受受受受受受賞賞賞賞賞賞賞賞賞賞賞賞賞賞賞賞賞賞賞賞者者者者者者者者者者者者者者者者者者者者発発発発発発発発発発発発発発発発発発発発受賞者発表表表表表表表表表表表表表表表表表表表表表
絵絵絵絵絵絵絵絵絵絵絵絵絵絵絵絵絵絵絵絵とととととととととととととととととととと言言言言言言言言言言言言言言言言言言言言葉葉葉葉葉葉葉葉葉葉葉葉葉葉葉葉葉葉葉葉のののののののののののののののののののの共共共共共共共共共共共共共共共共共共共共演演演演演演演演演演演演演演演演演演演演絵と言葉の共演 ---------------------新新新新新新新新新新新新新新新新新新新新ししししししししししししししししししししいいいいいいいいいいいいいいいいいいいい詩詩詩詩詩詩詩詩詩詩詩詩詩詩詩詩詩詩詩詩画画画画画画画画画画画画画画画画画画画画のののののののののののののののののののの世世世世世世世世世世世世世世世世世世世世界界界界界界界界界界界界界界界界界界界界新しい詩画の世界---------------------

①一般の部
　「マイホームはワンルームよ」
　和歌山県　中島 千登世さん
②市内小学生の部
　「じいちゃんのしわ」
　大間々南小　藤田 晴夏さん
③市内中学生の部
　「蝉」
　笠懸南中　須藤 恵吾さん

一般の部
作品名都道府県名氏名

マイホームはワンルームよ和歌山県中島 千登世大賞
小春群馬県赤澤 圭子

優秀賞
薄根の大桑群馬県大﨑 修
ありがとう山口県波多野 輝男

奨励賞 父大阪府東野 一美
ぼくの目は星になって長崎県堀越 美貴
ごうごうと宮城県小野寺 忍特別賞

氏名
青木澄子、赤尾紀子、秋葉和樹、浅野洋美、朝比奈燦、
阿部節子、新井節子、荒木寛人、伊藤光一、稲垣ひと
み、上垣内美香、上田真実、浦野俊彦、大沢州司、岡
田美土里、荻野美沙、加藤マスミ、金子優人、金田光
美、川岸一士、菅野孝則、小林和子、小林勝子、小林
智教、小神子優花、小栁恵児、坂庭忠一、佐川公義、
佐川裕明、佐々木芽衣、佐藤有子、志賀正和、島文次
郎、下田陽朗巳、新庄すが江、菅沼宏、鈴木秀子、鈴
木裕子、須藤一郎、髙木共子、高草木好一、髙橋香澄、
高橋博子、竹内千代子、田中亜矢子、長恵、鶴木みぎ
わ、寺島良子、徳江恵子、冨岡和子、中井香里、中澤
千香子、中島智津子、中戸徹、西田よし子、羽鳥あゆ
み、濱田純人、日野佳織、福島弘子、藤江正子、松村
治子、松本京子、水谷愛、皆川美智子、みなみななみ、
武藤貞雄、村松敬、山口節子、吉井美穂、吉田沙世、
吉野治美、吉野裕太

入選

娃 娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃大賞作品紹介
① ② ③

（敬称略）

第２回富弘美術館　　　　　　　　　　　　　　
詩画の公募作品展を開催しています

（敬称略）
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市市市市市市市市市市のののののののののの財財財財財財財財財財政政政政政政政政政政状状状状状状状状状状況況況況況況況況況況をををををををををを公公公公公公公公公公表表表表表表表表表表ししししししししししまままままままままま市の財政状況を公表しますすすすすすすすすすす
　平成26年４月１日から９月30日までに、皆さんに納めていただいた税金や
国・県からの補助金がどのくらい納められ、それらがどのような経費にどれくら
い使われたかをお知らせします。
※金額および割合は表示単位未満で四捨五入の上、端数整理しています。

問い合わせ先
財政課財政係

崖 平成26年度上半期 崖

59億6,830万円
36億1,834万円（60.6%）

44億3,701万円
30億1,936万円（68.0%）

23億9,992万円
10億732万円（42.0%）

22億7,230万円
250万円（0.1%）

31億2,815万円
2億1,734万円（6.9%)

8億1,713万円
4億1,852万円（51.2%)

5億411万円
8,252万円（16.4%)

3億6,469万円
1億8,504万円（50.7%)

20億7,562万円
10億840万円（48.6%)

69億818万円
29億9,547万円（43.4%)

32億5,335万円
11億7,451万円（36.1%)

25億496万円
9億578万円（36.2%)

18億3,001万円
5億8,037万円（31.7%)

13億934万円
6億5,616万円（50.1%)

13億9,336万円
4億1,546万円（29.8%)

11億4,490万円
3億9,709万円（34.7%)

6億5,738万円
3億647万円（46.6%)

29億6,575万円
3億1,067万円（10.5%)

民 生 費

教 育 費

総 務 費

土 木 費

公 債 費

衛 生 費

消 防 費

商 工 費

そ の 他

市 税

地方交付税

国庫支出金

市 債

県支出金

諸 収 入

財産収入

そ の 他

地方譲与税・
各種交付金

0 10 20 30 40 50 60 700 10 20 30 40 50 60

予算現額 支出済額予算現額 収入済額

億
円

億
円

一 般 会 計歳入 歳出収入済額　95億5,934万円 支出済額　77億4,198万円
（収入率　43.5%） （支出率　35.2%）予算現額　219億6,723万円

緯（76）0963

■収入状況　
　最も予算額が大きいのは市税で、市民税・固定資産
税・軽自動車税・市たばこ税があります。
　また、市債については、事業完了後に借入を行うこ
ととなり、多くの事業については出納整理期間（平成
27年4月1日～5月31日）に借り入れを行うため、
現時点では執行率が0.1％と低くなっています。

■支出状況　
　最も予算額が大きいのは民生費で、児童手当や医療
費助成、障がい者の自立支援など、福祉関係の事業費
が含まれます。また、次に大きい教育費は、幼稚園や
小・中学校の管理運営、エアコン設置工事のほか、図
書館や博物館の運営、スポーツ大会の開催など社会教
育・保健体育に係る事業費が含まれます。
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費用（支出）収益（収入）
会計名

支出済額予算現額収入済額予算現額
２億9,160万円10億1,097万円4億9,297万円11億2,061万円収益的収入および支出※①水道事業
7,928万円10億2,972万円887万円４億1,436万円資本的収入および支出※②

支出済額収入済額予算現額会計名
290万円1,533万円２億1,021万円 太陽光発電事業特別会計
4,102万円4,102万円4,129万円 鉄道経営対策事業特別会計

25億3,344万円23億4,222万円60億1,339万円 国民健康保険（事業勘定）特別会計
6,681万円7,749万円１億7,287万円 国民健康保険（診療所勘定）特別会計

１億3,226万円１億6,028万円４億6,401万円 後期高齢者医療特別会計
16億599万円19億1,937万円38億7,361万円 介護保険（保険事業勘定）特別会計

866万円742万円1,657万円 介護保険（介護サービス事業勘定）特別会計
29万円208万円294万円 戸別浄化槽事業特別会計

3,076万円1,434万円8,718万円 簡易水道事業特別会計
2,356万円2,593万円6,111万円 農業集落排水事業特別会計
０万円3,614万円7,703万円 企業用地整備事業特別会計

３億8,622万円４億5,447万円10億8,706万円 下水道事業特別会計
１億3,781万円１億4,111万円３億1,801万円 富弘美術館事業特別会計
366億3,417万円374億9,301万円983億4,956万円 競艇事業特別会計

前年比市債残高区分
５億3,720万円123億8,863万円一般会計
▲２億3,181万円67億8,012万円特別会計
３億539万円191億6,875万円 合計

前年比基金残高区分
５億6,907万円109億1,807万円一般会計
１億7,028万円31億811万円特別会計
７億3,935万円140億2,618万円 合計

※土地開発基金は含まない。

歳　入
市民の皆さんや市内に事業所を持つ法人な
どに納めていただいた税金市税

財政状況などに応じて、国から交付された
お金地方交付税

特定の公共事業などに対して、国から交付
されたお金国庫支出金

道路や施設などの整備に充てるために、国
や金融機関から借りたお金市債

特定の公共事業などに対して、県から交付
されたお金県支出金

国税や県税として徴収したものを国や県
が、市に譲与または交付するお金

地方譲与税・
各種交付金 

貸付金を回収したお金、預金利子など諸収入

基金利子や市有地の貸付、売却などの収入財産収入

繰越金、分担金および負担金などその他

歳　出
住民の一定水準の生活と安定した社会生活
を保障するために必要な経費民生費

教育委員会、幼稚園、小・中学校、社会教
育などの全ての教育関係経費教育費

市の全般的な管理事務費、地方公共団体の
共通経費、選挙費などの経費総務費

道路や河川、公園などの社会的資本整備の
ための経費土木費

市債の元金・利子や一時借入金の利子を支
払うための経費 公債費

環境保全、疫病予防、健康増進などの経費衛生費
消防、火災予防および水防などの災害対策
のための経費消防費

商工業の振興、観光施設の管理などの経費商工費

議会費、農林水産業費、諸支出金などその他

■用語説明（一般会計）　※右のグラフ順に掲載しています

※①…一事業年度の企業の経営活動に伴い発生する全ての収益とそれに対応する全ての費用
※②…企業の将来の経営活動に備えて行う建設改良および建設改良に掛かる企業債償還金等の支出とその財源となる収入

市債の状況基金の状況

特別会計

事業会計

平成26年度上半期の財政状況
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市政ニ ースュINFORMATION

人の動き（前月比）［10月末日現在］
総　数
男
女

51,945人
25,626人
26,319人

（－７）
（－５）
（－２）

19,822戸 （＋23）世帯数
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る
日
数
が
年

間
　
日
以
上
の
人

60

③
　
ア
ー
ル
以
上
の
農
地
の
耕
作
業

10務
を
営
む
農
業
生
産
法
人
の
組
合

員
ま
た
は
社
員
で
、
耕
作
に
従
事

す
る
日
数
が
年
間
　
日
以
上
の
人

60

提
出
期
限
　
平
成
　
年
１
月
　
日
㈯

27

10

提
出
先
　
産
業
区
長
（
笠
懸
町
）
、
農

業
連
絡
員
（
大
間
々
町
）
、
東
農
事

支
部
長
（
東
町
）
を
通
し
て
農
業
委

員
会
へ

問
い
合
わ
せ
先
　
農
業
委
員
会
事
務
局

☎
　
１
９
３
９

（76）

登
録
申
請
書
を
提
出
し
て
く
だ
さ
い

農
業
委
員
会
選
挙
人
名
簿
を
作
成

　
登
録
型
本
人
通
知
制
度
は
、
事
前
に

制
度
利
用
を
申
し
込
ん
だ
登
録
者
に
関

す
る
住
民
票
な
ど
の
証
明
を
、
代
理
人

や
第
三
者
に
交
付
し
た
場
合
、
本
人
に

そ
の
事
実
を
書
面
で
お
知
ら
せ
す
る
制

度
で
す
。

　
住
民
票
や
戸
籍
に
関
す
る
証
明
は
、

本
人
や
一
定
の
範
囲
の
親
族
な
ど
、
証

明
の
種
類
に
応
じ
て
、
交
付
で
き
る
範

囲
が
限
ら
れ
て
い
ま
す
が
、
本
人
に
委

任
を
受
け
た
人
（
代
理
人
）
ま
た
は
、

法
で
認
め
ら
れ
た
正
当
な
理
由
が
あ
る

場
合
は
、
そ
の
他
の
第
三
者
も
請
求
す

る
こ
と
が
で
き
る
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
本
人
に
覚
え
の
な
い
虚
偽
の
委
任
状

に
よ
る
証
明
取
得
な
ど
、
万
が
一
の
不

正
が
早
期
に
発
見
で
き
る
と
と
も
に
、

制
度
の
存
在
が
広
く
知
ら
れ
る
こ
と
に

よ
り
、
不
正
請
求
の
抑
止
に
つ
な
が
る

こ
と
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

捌
利
用
に
は
事
前
登
録
が
必
要
で
す

登
録
で
き
る
人
　
本
市
に
住
民
登
録
ま

た
は
本
籍
の
あ
る
人
、
以
前
に
あ
っ

た
人

登
録
有
効
期
間
　
登
録
日
か
ら
３
年
間

登
録
料
　
無
料

登
録
に
必
要
な
物
　
運
転
免
許
証
な
ど

本
人
確
認
が
で
き
る
物

対
象
と
な
る
証
明
　
住
民
票
の
写
し
、

住
民
票
記
載
事
項
証
明
書
、
戸
籍
の

謄
抄
本
、
戸
籍
記
載
事
項
証
明
書
、

戸
籍
附
票

通
知
内
容
　
交
付
年
月
日
、
交
付
し
た

証
明
書
の
種
類
と
通
数
、
請
求
者
の

種
別
（
委
任
を
受
け
た
代
理
人
か
、

そ
の
他
の
第
三
者
か
の
別
）

申
込
・
受
付
場
所
　
市
民
課
（
笠
懸
庁

舎
）
、
大
間
々
市
民
生
活
課
、
東
市

民
生
活
課

そ
の
他
　

煙
登
録
に
よ
り
第
三
者
な
ど
へ
の
交
付

を
差
し
止
め
る
も
の
で
は
あ
り
ま
せ

ん
。

煙
請
求
理
由
に
よ
っ
て
は
通
知
の
対
象

と
な
ら
な
い
場
合
も
あ
り
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先
　
市
民
課
市
民
係
☎
　（76）

０
９
７
２

事
前
登
録
し
た
人
に
住
民
票
な
ど
の
交
付
情
報
を
通
知

登
録
型
本
人
通
知
制
度

み
ど
り
市
新
春
交
流
会

　
市
の
行
政
に
ご
協
力
い
た
だ
い

て
い
る
方
々
を
お
招
き
し
て
、
新

年
賀
詞
交
歓
会
を
開
催
し
ま
す
。

気
軽
に
お
出
掛
け
く
だ
さ
い
。

期
日
　
平
成
　
年
１
月
５
日
㈪

27

時
間
　
午
後
３
時
～
４
時

会
場
　
笠
懸
公
民
館
１
階
ロ
ビ
ー

問
い
合
わ
せ
先
　
秘
書
課
秘
書
係

☎
　
０
９
５
７

（76）

平
成
　
年
工
業
統
計
調
査
を

26

実
施
し
ま
す

　
工
業
統
計
調
査
は
、
製
造
業
の

実
態
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
を
目

的
と
し
て
、
平
成
　
年
　
月
　
日

26

12

31

現
在
、
製
造
業
を
営
む
事
業
所
を

対
象
に
１
年
間
の
生
産
活
動
に
伴

う
製
造
品
の
出
荷
額
、
原
材
料
使

用
額
な
ど
を
調
査
し
ま
す
。

　
調
査
結
果
は
、
国
や
地
方
公
共

団
体
の
行
政
施
策
の
重
要
な
基
礎

資
料
と
し
て
使
わ
れ
る
ほ
か
、
大

学
や
民
間
の
研
究
機
関
、
小
・
中・

高
等
学
校
の
教
材
な
ど
、
広
く
利

用
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
調
査
の
対
象
と
な
る
事
業
所
に

は
統
計
法
に
よ
り
、
調
査
へ
の
回

答
が
義
務
づ
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

調
査
員
証
を
携
行
し
た
調
査
員
が
、

調
査
票
の
記
入
の
お
願
い
に
伺
っ
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こ
れ
ま
で
は
、
公
的
年
金
な
ど
を
受

給
し
て
い
た
り
、
公
的
年
金
を
申
請
す

る
と
受
給
で
き
る
場
合
に
は
、
児
童
扶

養
手
当
を
受
給
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
が
、

　
月
か
ら
公
的
年
金
な
ど
の
額
が
児
童

12扶
養
手
当
の
額
よ
り
も
低
い
場
合
は
、

そ
の
差
額
分
の
手
当
が
受
給
で
き
る
こ

と
と
な
り
ま
し
た
。
該
当
す
る
と
思
わ

れ
る
人
は
、
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

※
公
的
年
金
と
は
、
遺
族
年
金
、
障
害

年
金
、
老
齢
年
金
、
労
災
年
金
、
遺

族
補
償
な
ど
の
こ
と
で
す
。

【
今
回
の
改
正
に
よ
り
新
た
に
手
当
を

　
受
け
取
れ
る
場
合
の
例
】

煙
子
ど
も
を
養
育
し
て
い
る
祖
父
母
な

ど
が
、
低
額
の
老
齢
年
金
を
受
給
し

て
い
る

煙
父
子
家
庭
で
、
子
ど
も
が
低
額
の
遺

族
厚
生
年
金
の
み
を
受
給
し
て
い
る

煙
母
子
家
庭
で
、
離
婚
後
に
父
が
死
亡

し
、
子
ど
も
が
低
額
の
遺
族
厚
生
年

金
の
み
を
受
給
し
て
い
る

※
配
偶
者
が
障
害
年
金
を
受
給
中
で
、

　
月
１
日
以
降
も
児
童
扶
養
手
当
を

12受
給
し
て
い
る
人
も
申
請
の
手
続
き

が
必
要
で
す
。

月
額
手
当
額
　
公
的
年
金
な
ど
と
児
童

扶
養
手
当
額
と
の
差
額
（
所
得
や
年

金
な
ど
受
給
額
に
基
づ
き
算
出
）

手
当
の
支
給
（
平
成
　
年
３
月
　
日
ま

27

31

で
に
手
続
き
し
た
場
合
）

煙
　
月
１
日
に
お
い
て
支
給
要
件
を
満

12た
し
て
い
る
人
…
　
月
分
か
ら

12

煙
　
月
１
日
に
は
支
給
要
件
を
満
た
し

12て
お
ら
ず
、
平
成
　
年
３
月
　
日
ま

27

31

で
に
支
給
要
件
を
満
た
し
た
人
…
要

件
に
該
当
し
た
日
の
翌
月
分
か
ら

※
平
成
　
年
３
月
　
日
以
降
は
、
申
請

27

31

の
翌
月
分
か
ら
支
給
と
な
り
ま
す
。

申
請
・
問
い
合
わ
せ
先
　
こ
ど
も
課
こ

ど
も
福
祉
係
（
笠
懸
庁
舎
）
☎
　
０
（76）

９
９
５
、
大
間
々
市
民
生
活
課
☎
　（76）

１
８
４
６
、
東
市
民
生
活
課
☎
　
０
（76）

９
８
４

児
童
扶
養
手
当
の
改
正
に
伴
い

公
的
年
金
な
ど
と
の
供
給
制
限
見
直
し

　
活
動
的
で
意
欲
的
な
人
生
に
は
、
心

身
の
健
康
維
持
が
欠
か
せ
ま
せ
ん
。
公

開
講
座
で
、
健
康
に
つ
い
て
正
し
い
知

識
を
身
に
付
け
、
生
活
に
生
か
し
て
充

実
し
た
毎
日
を
送
れ
る
よ
う
に
な
り
ま

し
ょ
う
。
申
込
不
要
で
す
。
直
接
会
場

に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

期
日
　
平
成
　
年
１
月
　
日
㈭

27

22

時
間
　
午
後
７
時
～
９
時

会
場
　
笠
懸
公
民
館

対
象
　
市
内
在
住
・
在
勤
・
在
学
の
人

講
師
　
佐
藤
達
夫
さ
ん
（
食
生
活
ジ
ャ
ー

ナ
リ
ス
ト
の
会
代
表
幹
事
）

内
容
　
マ
ス
メ
デ
ィ
ア
か
ら
発
信
さ
れ

て
い
る
情
報
を
、
科
学
的
に
明
ら
か

に
し
ま
す
。
ま
た
、
安
全
な
食
品
の

選
び
方
、
食
品
表
示
の
見
方
、
食
生

活
と
健
康
に
ま
つ
わ
る
最
新
情
報
を

分
か
り
や
す
く
解
説
し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先
　
笠
懸
公
民
館
緯
　
２
（76）

２
１
１

市
民
講
座
・
公
開
講
座
を
聴
き
ま
せ
ん
か

テ
レ
ビ
の
健
康
情
報
の
ウ
ソ
・
ホ
ン
ト

た
際
に
は
、
回
答
を
お
願
い
し
ま

す
。
　
な
お
、
統
計
法
に
基
づ
き
秘
密

は
厳
守
さ
れ
、
統
計
作
成
の
目
的

以
外
に
は
使
用
さ
れ
ま
せ
ん
の
で
、

正
確
な
記
入
を
お
願
い
し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先
　
企
画
課
情
報
管

理
係
緯
　
０
９
６
２

（76）

市
営
住
宅
の
入
居
者
募
集

　
次
の
市
営
住
宅
の
入
居
者
を
募

集
し
て
い
ま
す
。
詳
し
く
は
、
市

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
い
た
だ
く

か
、
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

申
込
期
限
　
毎
週
金
曜
日

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先
　
建
設
課

住
宅
係
緯
　
１
９
０
４

（76）

家賃間取り団地名
21,800円～42,800円２DK大間々一丁目上原団地
  8,800円～17,600円３K塩原下ノ台団地
10,500円～20,600円３DK塩原上ノ台団地
10,600円～21,200円３DK神梅第２団地
11,000円～21,500円３DK神梅第３団地
12,400円～25,400円３DK浅原田中団地
  6,100円～12,500円３K中居団地
  7,800円～15,900円３K大平団地
  6,800円～13,500円３DK下小池団地

41,000円３LDK高街道団地
  7,000円１K沢入団地
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市
で
は
簡
易
包
装
の
推
進
や
資
源
物

の
店
頭
回
収
な
ど
、
ご
み
の
減
量
や
リ

サ
イ
ク
ル
に
積
極
的
に
取
り
組
み
、
環

境
に
や
さ
し
い
活
動
を
実
践
し
て
い
る

お
店
を
「
み
ど
り
市
ご
み
減
量
化
・
リ

サ
イ
ク
ル
協
力
店
」
と
し
て
認
定
し
、

そ
の
活
動
を
応
援
し
ま
す
。

募
集
期
間
　
随
時

対
象
　
下
記
認
定
項
目
８
項
目
の
う
ち

３
つ
以
上
の
取
組
を
行
っ
て
い
る
市

内
の
小
売
店
な
ど

【
認
定
項
目
】

①
簡
易
包
装
の
推
進

②
商
品
の
量
り
売
り
ま
た
は
ば
ら
売
り

③
詰
め
替
え
用
商
品
の
販
売

④
買
物
袋
、
買
物
か
ご
持
参
の
推
進

⑤
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
、
白
ト
レ
イ
、
牛
乳

パ
ッ
ク
、
イ
ン
ク
カ
ー
ト
リ
ッ
ジ
な

ど
の
店
頭
回
収

⑥
エ
コ
マ
ー
ク
、
グ
リ
ー
ン
マ
ー
ク
な

ど
の
表
示
の
あ
る
リ
サ
イ
ク
ル
商
品

の
販
売

⑦
段
ボ
ー
ル
な
ど
店
舗
か
ら
生
じ
る
廃

棄
物
の
減
量
化

⑧
生
ご
み
処
理
容
器
な
ど
の
販
売

申
請
方
法
　
所
定
の
申
請
書
に
必
要
事

項
を
記
入
し
、
生
活
環
境
課
に
提
出

し
て
く
だ
さ
い
。

申
請
書
配
布
場
所
　
生
活
環
境
課
で
配

布
す
る
ほ
か
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か

ら
も
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

そ
の
他

煙
認
定
に
あ
た
っ
て
は
、
生
活
環
境
課

で
審
査
し
ま
す
。

煙
認
定
後
、
認
定
証
、
店
頭
掲
示
用
ス

テ
ッ
カ
ー
な
ど
を
お
渡
し
し
ま
す
。

ま
た
、
市
の
チ
ラ
シ
や
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
な
ど
で
紹
介
し
、
市
民
の
皆
さ
ん

に
利
用
を
呼
び
か
け
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先
　
生
活
環
境
課
環
境
衛

生
係
☎
　
０
９
８
５

（76）

環
境
に
や
さ
し
い
活
動
を
実
践
し
て
い
る
お
店
を
応
援

ご
み
減
量
化
・
リ
サ
イ
ク
ル
協
力
店
募
集

　
サ
ン
タ
ク
ロ
ー
ス
や
ト
ナ
カ
イ
な
ど

に
仮
装
し
、
い
つ
も
と
違
う
雰
囲
気
で

運
動
し
ま
す
。
い
い
汗
を
流
し
て
心
も

体
も
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
。
誰
で
も
気
軽
に

体
験
で
き
ま
す
の
で
、
家
族
や
友
人
と

参
加
し
ま
せ
ん
か
。

期
日
　
　
月
　
日
（
火
・
祝
）

12

23

時
間
　
午
前
　
時
～
　
時

10

11

定
員
　
１
０
０
人

参
加
費
　
無
料

持
参
す
る
物
　
運
動
の
で
き
る
服
装

（
自
分
で
仮
装
と
思
え
る
服
装
で
構

い
ま
せ
ん
。
着
替
え
る
場
所
は
、
体

育
館
に
あ
り
ま
す
）
、
室
内
用
運
動

靴
、
下
靴
を
入
れ
る
袋
、
飲
み
物

（
ふ
た
付
き
の
容
器
）
、
タ
オ
ル

申
込
方
法
　
当
日
ま
で
に
１
階
受
付
に

あ
る
申
込
用
紙
に
記
入
の
上
、
提
出

し
て
く
だ
さ
い
。

会
場
・
申
込
・
問
い
合
わ
せ
先
　
桐
生

大
学
グ
リ
ー
ン
ア
リ
ー
ナ
☎
　
１
６

（77）

１
６
　

み
ん
な
で
楽
し
く
エ
ク
サ
サ
イ
ズ

ク
リ
ス
マ
ス
仮
装
エ
ア
ロ
ビ
ク
ス

診
療
所
で
は
診
療
予
約
を
　

試
行
し
て
い
ま
す

　
国
民
健
康
保
険
診
療
所
は
、
待

ち
時
間
を
短
縮
す
る
た
め
、
定
期

的
に
受
診
さ
れ
て
い
る
人
を
対
象

に
　
月
か
ら
診
療
予
約
を
試
行
し

11
て
い
ま
す
。
な
お
、
一
般
外
来
に

つ
き
ま
し
て
は
、
予
約
が
な
く
て

も
受
診
で
き
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先
　
国
民
健
康
保
険

診
療
所
☎
　
２
１
３
５

（76）

ゴ
ミ
出
し
は
お
住
ま
い
の
地

域
の
ゴ
ミ
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
で

　
ゴ
ミ
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
は
、
み
ん

な
で
使
う
大
切
な
場
所
で
、
管
理・

清
掃
は
利
用
す
る
人
た
ち
で
行
う

こ
と
と
な
っ
て
い

ま
す
。

　
ゴ
ミ
を
出
す
と

き
は
「
ゴ
ミ
カ
レ

ン
ダ
ー
」
で
収
集
日
や
ゴ
ミ
出
し

の
ル
ー
ル
を
確
認
し
、
お
住
ま
い

の
地
域
の
ゴ
ミ
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
を

利
用
し
て
く
だ
さ
い
。

　
な
お
、
店
舗
や
事
務
所
な
ど
か

ら
出
る
事
業
ゴ
ミ
は
、
地
域
の
ゴ

ミ
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
に
出
せ
ま
せ
ん

の
で
、
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先
　
生
活
環
境
課
環

境
衛
生
係
☎
　
０
９
８
５

（76）
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気
温
が
氷
点
下
に
な
る
と
、
水
道
管

が
凍
結
し
破
裂
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

特
に
次
の
よ
う
な
場
所
に
つ
い
て
は
、

保
温
材
な
ど
で
防
寒
対
策
を
行
っ
て
く

だ
さ
い
。

凍
結
し
や
す
い
場
所
　
日
が
当
た
ら
な

い
、
風
当
た
り
が
強
い
、
む
き
出
し

に
な
っ
て
い
る
水
道
管
、
水
道
メ
ー

タ
ー
の
周
辺

簡
単
な
防
寒
方
法

①
ビ
ニ
ー
ル
袋
な
ど
に
保
温
材
（
気
泡

入
り
緩
衝
材
な
ど
）
を
入
れ
、
露
出

し
て
い
る
水
道
管
を
包
み
ひ
も
な
ど

で
固
定
す
る
。

②
発
泡
ス
チ
ロ
ー
ル
を
ビ
ニ
ー
ル
袋
な

ど
に
詰
め
て
メ
ー
タ
ー
ボ
ッ
ク
ス
の

中
に
入
れ
る
。

※
検
針
が
で
き
る
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

水
道
管
が
凍
っ
て
し
ま
っ
た
ら
　
自
然

に
解
け
る
の
を
待
つ
か
、
タ
オ
ル
や

布
を
か
ぶ
せ
て
そ
の
上
か
ら
ぬ
る
ま

湯
を
掛
け
、
ゆ
っ
く
り
解
か
し
て
く

だ
さ
い
。
急
に
熱
湯
を
掛
け
る
と
、

水
道
管
や
蛇
口
が
破
裂
す
る
恐
れ
が

あ
り
ま
す
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先
　
水
道
工
務
課
給
水
係

☎
　
９
９
１
７

（76）

寒
さ
が
厳
し
く
な
る
こ
れ
か
ら
の
季
節
に
備
え
て

冬
の
水
道
管
凍
結
防
止
対
策
の
お
願
い

　
市
で
は
、
資
源
循
環
型
社
会
の
形
成

を
目
指
し
、
生
ご
み
の
減
量
化
と
再
利

用
を
推
進
す
る
た
め
、
生
ご
み
処
理
機

の
購
入
に
対
し
補
助
金
を
交
付
し
て
い

ま
す
。
　

　
補
助
対
象
要
件
や
申
請
時
の
必
要
書

類
な
ど
の
詳
細
は
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

を
ご
覧
い
た
だ
く
か
、
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

対
象
　
次
の
条
件
を
満
た
す
人

①
市
内
に
住
民
登
録
が
あ
り
、
市
内
に

住
所
を
有
す
る
こ
と

②
申
請
者
お
よ
び
同
一
世
帯
全
員
が
市

税
を
滞
納
し
て
い
な
い
こ
と

補
助
金
額
（
１
０
０
円
未
満
切
り
捨
て
）

煙
生
ご
み
処
理
槽
…
購
入
価
格
の
２
分

の
１
以
内
（
１
世
帯
当
た
り
２
基
ま

で
。
１
基
当
た
り
限
度
額
４
千
円
）

煙
生
ご
み
処
理
容
器
…
購
入
価
格
の
２

分
の
１
以
内
（
１
世
帯
当
た
り
２
基

ま
で
。
１
基
あ
た
り
限
度
額
２
千
円
）

※
発
酵
用
資
材
の
み
購
入
し
た
場
合
は

補
助
対
象
外
と
な
り
ま
す
。

煙
生
ご
み
処
理
機
器
…
購
入
価
格
の
２

分
の
１
以
内
（
１
世
帯
当
た
り
１
基

ま
で
。
１
基
あ
た
り
限
度
額
３
万
円
）

※
購
入
価
格
は
消
費
税
を
除
き
ま
す
。

そ
の
他
　
当
補
助
金
を
利
用
し
て
か
ら

５
年
以
内
は
補
助
金
交
付
対
象
外
と

な
り
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先
　
生
活
環
境
課
環
境
衛

生
係
☎
　
０
９
８
５

（76）

生
ご
み
処
理
機
を
購
入
し
て

生
ご
み
の
減
量
化
、
再
利
用
し
ま
せ
ん
か

降
雪
・
地
震
被
害
復
旧
補
助

金
の
申
請
は
お
済
み
で
す
か

　
今
年
の
２
月
　
・
　
日
の
降
雪
、

14

15

９
月
　
日
の
地
震
に
よ
り
、
住
宅

16

が
被
害
に
あ
わ
れ
た
人
に
対
し
て
、

復
旧
補
助
金
の
申
請
受
付
を
行
っ

て
い
ま
す
。

　
受
付
期
限
は
、
　
月
　
日
㈮
で

12

26

す
。
補
助
金
の
対
象
者
で
、
申
請

が
ま
だ
済
ん
で
い
な
い
人
は
、
早

め
に
申
請
手
続
き
を
行
っ
て
く
だ

さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先
　
建
設
課
住
宅
係

係
緯
　
１
９
０
４

（76）

農
地
の
管
理
は
適
正
に

　
冬
は
雑
草
が
枯
れ
草
に
な
る
た

め
、
た
ば
こ
の
投
げ
捨
て
な
ど
に

よ
る
火
災
が
心
配
さ
れ
ま
す
。
農

地
に
放
置
さ
れ
て
い
る
枯
れ
草
は
、

周
辺
住
民
や
近
隣
農
地
の
耕
作
な

ど
へ
も
悪
影
響
を
与
え
ま
す
。

　
農
地
や
農
地
転
用
の
許
可
を
受

け
て
工
事
未
着
工
の
土
地
は
、
所

有
者
（
耕
作
者
）
が
適
正
に
管
理

す
る
義
務
が
あ
り
ま
す
。
定
期
的

に
耕
運
ま
た
は
草
刈
り
・
除
草
な

ど
を
行
い
、
維
持
管
理
に
努
め
て

く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先
　
農
業
委
員
会
事

務
局
☎
　
１
９
３
９

（76）
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明
る
い
選
挙
啓
発
ポ
ス
タ
ー

コ
ン
ク
ー
ル
応
募
作
品
展

　
市
内
学
校
の
児
童
・
生
徒
が
描

い
た
、
明
る
い
選
挙
を
呼
び
か
け

る
作
品
　
点
を
展
示
し
ま
す
。

50

期
間
　
平
成
　
年
１
月
８
日
㈭
～

27

　
日
㈭
（
笠
懸
公
民
館
の
休
館

29日
を
除
く
）

会
場
　
笠
懸
公
民
館
１
階
ロ
ビ
ー

問
い
合
わ
せ
先
　
選
挙
管
理
委
員

会
☎
　
０
９
６
１

（76）

　
月
１
日
㈪
～
　
日
㈬
は
　

12

10

冬
の
県
民
交
通
安
全
運
動

　
期
間
中
は
、
街
頭
指
導
、
店
頭

指
導
な
ど
を
実
施
し
ま
す
。

ス
ロ
ー
ガ
ン
　
事
故
の
な
い
群
馬

は
あ
な
た
の
注
意
か
ら

サ
ブ
ス
ロ
ー
ガ
ン
　
「
ま
あ
い
い

か
」
そ
の
一
杯
が
事
故
の
も
と

運
動
重
点
　
①
子
ど
も
と
高
齢
者

の
交
通
事
故
防
止
、
②
飲
酒
運

転
の
根
絶
、
③
出
会
い
頭
事
故・

追
突
事
故
の
防
止

問
い
合
わ
せ
先
　
総
務
課
防
災
交

通
係
☎
　
０
９
６
１

（76）

年
末
年
始
の
業
務
案
内

　
年
末
年
始
は
、
市
役
所
を
は
じ

め
、
各
施
設
の
業
務
が
休
み
と
な

期
日
　
平
成
　
年
１
月
　
日
㈰

27

11

時
間
　
受
付
…
午
後
１
時
～
、
ア
ト
ラ

ク
シ
ョ
ン
（
恩
師
の
ビ
デ
オ
レ
タ
ー

の
上
映
を
予
定
）
…
午
後
１
時
　
分
30

～
、
式
典
…
午
後
２
時
～

※
式
典
終
了
後
に
集
合
写
真
の
撮
影

会
場
　
笠
懸
野
文
化
ホ
ー
ル

対
象
　
平
成
６
年
４
月
２
日
～
平
成
７

年
４
月
１
日
生
ま
れ
で
み
ど
り
市
に

住
民
登
録
の
あ
る
人
、
ま
た
は
市
内

中
学
校
を
卒
業
し
た
人

※
市
外
に
転
出
し
た
人
で
出
席
を
希
望

す
る
人
は
、
社
会
教
育
課
へ
事
前
に

ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先
　
社
会
教
育
課
社
会
教

育
係
☎
　
９
８
４
６

（76）

新
成
人
の
皆
さ
ん
へ

平
成
　
年
み
ど
り
市
成
人
式

27

捌
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
と
は

　
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
は
、
高
齢

者
が
住
み
慣
れ
た
地
域
で
安
心
し
て
過

ご
す
こ
と
が
で
き
る
よ
う
総
合
的
な
支

援
を
行
っ
て
お
り
、
現
在
は
笠
懸
庁
舎

内
で
市
が
運
営
し
て
い
ま
す
。

　
高
齢
化
社
会
の
進
展
に
伴
う
諸
課
題

に
対
応
す
る
た
め
、
平
成
　
年
度
か
ら

27

「
み
ど
り
市
社
会
福
祉
協
議
会
」
へ
業

務
を
委
託
し
、
笠
懸
・
大
間
々
・
東
の

各
圏
域
３
カ
所
に
設
置
す
る
こ
と
に
な

り
ま
し
た
。
こ
れ
に
よ
り
、
高
齢
者
や

そ
の
家
族
な
ど
の
身
近
な
相
談
窓
口
と

し
て
の
機
能
を
充
実
さ
せ
て
い
き
ま
す
。

捌
市
内
３
カ
所
に
設
置

委
託
開
始
日
　
平
成
　
年
４
月
１
日
㈬

27

場
所

煙
笠
懸
圏
域
…
障
害
者
福
祉
セ
ン
タ
ー

（
笠
懸
町
阿
左
美
１
５
６
７
倆
２
）

煙
大
間
々
圏
域
…
厚
生
会
館
（
大
間
々

町
桐
原
　
倆
２
）

81

煙
東
圏
域
…
東
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー
ま

ご
こ
ろ
（
東
町
花
輪
１
１
４
倆
３
）

※
電
話
番
号
や
地
図
な
ど
は
、
平
成
　27

年
３
月
号
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

担
当
職
種
・
人
数

煙
笠
懸
圏
域
・
大
間
々
圏
域
…
主
任
介

護
支
援
専
門
員
、
看
護
師
、
社
会
福

祉
士
・
各
１
人

煙
東
圏
域
…
主
任
介
護
支
援
専
門
員
、

社
会
福
祉
士
・
各
１
人

捌
こ
の
よ
う
な
業
務
を
行
っ
て
い
ま
す

煙
介
護
認
定
で
要
支
援
と
な
っ
た
人
が

介
護
保
険
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
す
る
際

の
援
助
や
介
護
予
防
の
支
援
な
ど

煙
介
護
に
関
す
る
心
配
ご
と
へ
の
相
談

対
応

煙
成
年
後
見
制
度
の
紹
介
や
高
齢
者
虐

待
の
早
期
発
見
・
防
止
、
消
費
者
被

害
へ
の
対
応
に
向
け
た
取
り
組
み
な

ど
高
齢
者
の
権
利
擁
護
に
関
す
る
こ

と
問
い
合
わ
せ
先
　
介
護
高
齢
課
地
域
包

括
支
援
セ
ン
タ
ー
緯
　
１
８
４
５

（76）

平
成
　
年
４
月
１
日
か
ら
社
会
福
祉
協
議
会
に
委
託

27
市
内
３
カ
所
に
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
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り
ま
す
。
休
み
の
前
後
は
窓
口
な

ど
が
混
み
合
い
ま
す
の
で
、
早
め

に
手
続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。

対
象
　
次
の
要
件
全
て
を
満
た
す
人

①
市
内
在
住
の
年
齢
が
　
～
　
歳

40

69

②
普
通
自
動
車
運
転
免
許
を
所
持

③
平
成
　
年
６
月
頃
に
行
わ
れ
る
予
定

27

の
東
京
都
内
で
の
５
日
間
の
研
修
に

参
加
で
き
る

定
員
　
若
干
人
（
書
類
選
考
に
よ
る
）

活
動
内
容
　
週
１
回
程
度
、
市
内
に
あ

る
介
護
保
険
施
設
な
ど
を
定
期
的
に

訪
問
し
、
介
護
保
険
サ
ー
ビ
ス
を
利

用
し
て
い
る
人
の
疑
問
や
不
安
な
ど

の
相
談
に
応
じ
、
サ
ー
ビ
ス
を
行
う

事
業
者
と
の
橋
渡
し
役
な
ど

応
募
方
法
　
所
定
の
応
募
用
紙
に
記
入

の
上
、
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

応
募
用
紙
配
布
・
申
込
場
所
　
介
護
高

齢
課
（
笠
懸
庁
舎
）
、
大
間
々
市
民

生
活
課
、
東
市
民
生
活
課

※
応
募
用
紙
は
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か

ら
も
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

募
集
期
限
　
平
成
　
年
１
月
９
日
㈮

27

問
い
合
わ
せ
先
　
介
護
高
齢
課
地
域
包

括
支
援
セ
ン
タ
ー
緯
　
１
８
４
５

（76）

介
護
保
険
サ
ー
ビ
ス
利
用
者
の
声
を
聞
く
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

介
護
相
談
員
を
募
集
し
ま
す

臆

俺

牡

卸

桶桶桶桶桶桶桶桶桶桶桶桶桶桶桶桶桶桶桶桶桶桶桶桶桶

桶桶桶桶桶桶桶桶桶桶桶桶桶桶桶桶桶桶桶桶桶桶桶桶桶

乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙

乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙

『介護保険の豆知識』

　今回は、第１号被保険者（65歳以上の人）の保険料に
ついて、お知らせします。

第１号被保険者の保険料は何歳から納め始めるの？

65歳の誕生日の前日に属する月の分から納めます。
例えば、12月１日が誕生日の人は11月分、12月
２日が誕生日の人は12月分から納めます。

どうやって納めるの？

年金が年額18万円未満の人は市が発行する納付書
で納め（普通徴収）、年額18万円以上の人は年金
から天引き（特別徴収）になります。納付書は、
緑の封筒で郵送されます。
普通徴収は、納付書を使っ
て現金で納める方法と、口
座振替で納める方法の２通
りあります。ただし、65歳
になって、すぐには年金天引きとならないので注
意してください。

問い合わせ先　介護高齢課介護保険係☎（76）0974

介護保険料第６期は、12月25日㈭が納期限です。

第４回　～第１号被保険者の保険料～

毎回納めに行かなければならないの？

なかなか外出ができない人や、毎回納めに行くの
は大変という人には口座振替が便利です。納付書、
通帳、通帳届出印を持参して、市役所または金融
機関で手続きしてください。

施設期間施設期間
桐生大学グリーンアリー
ナ、東老人福祉センター12月28日㈰～１月５日㈪市役所各庁舎・支所12月27日㈯～１月４日㈰ 保健センター 
大間々老人憩の家12月29日㈪～１月３日㈯富弘美術館12月26日㈮～１月５日㈪
温泉施設かたくりの湯12月30日㈫～１月１日㈭国民健康保険診療所12月26日㈮午後～１月４日㈰
 桐生市厚生総合病院12月27日㈯～１月４日㈰笠懸老人憩の家、障害者福

祉センター、いきいきセン
ター、高齢者能力活用（シ
ルバー人材）センター、大
間々駅前観光案内所

12月27日㈯～１月４日㈰
 桐生市清掃センター12月31日㈬～１月４日㈰

ふるさと往来センター12月28日㈰～１月４日㈰
公民館、陶器と良寛の館12月28日㈰～１月５日㈪

煙戸籍の届け出は笠懸・大間々庁舎、東支所で
　受け付けます。証明書発行などはできません。
煙桐生市清掃センターでは、12月29日㈪・30
　日㈫の午前８時30分から午後４時45分まで有
　料でごみの受け入れを行います。

今月の納税
■夜間納税相談窓口（笠懸庁舎納税課）緯（76）0956　12月22日㈪・24日㈬・25日㈭　午後７時30分まで

鮫市県民税 第４期、国民健康保険税 第６期　12月25日㈭が納期限です。忘れずに納付しましょう。
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日時　平成27年２月15日㈰　午後２時開演
料金　全席自由　一般…1,000円、高校生以下
…500円、親子セッ
ト1,300円（いずれ
も税込み）
※３歳未満膝上無料　
※チケット発売中

海援隊　トーク＆ライブ2015
　武田鉄矢さんの楽しく温かいトークと「贈る言
葉」「母に捧げるバラード」など海援隊の歌でお
贈りする楽しいコンサートです。
日時　平成27年３月１日㈰　午後３時30分開演
料金　全席指定　前売り5,000円、当日５,500
円（いずれも税込み）
※未就学児は、入場できません。　
※チケット発売中

●介護予防普及啓発講演会（無料）
日時　12月18日㈭　午後１時30分～
問い合わせ先　介護高齢課☎（76）1845
●ミツバ共済会チャリティコンサート（無料）
日時　12月21日㈰　午後１時30分～
問い合わせ先　ミツバ共済会☎（52）0112
●雪見寄席
日時　平成27年１月25日㈰　午後１時30分～
料金　1,000円
問い合わせ先　ながめ黒子の会☎（73）4759

すてきな香りのハンドクリームを作りませんか　
手作りアロマテラピー教室
　アロマテラピーの基本を学んで、香りを生活に
生かしませんか。
期日　平成27年１月24日㈯
時間　午後１時30分～３時30分
会場　笠懸図書館２階　集会室１
対象　中学生以上
定員　20人（先着順）
参加費　800円（材料・ケース代）
講師　新井彩加さん（Aromatherapy Salon 彩
～Aya～）
持参する物　ハンドタオル（汚れてもいいもの）、
筆記用具
申込方法　電話または直接笠懸図書館へ
申込期間　平成27年１月10日㈯～18日㈰

おおままシネマ倶楽部
日時　12月18日㈭　午後２時～３時25分
上映作品　禁じられた遊び
日時　平成27年１月11日㈰　午後２時～３時55分
上映作品　E．T．
会場　大間々図書館２階　視聴覚室

クリスマス映画会
日時　12月20日㈯　午後２時～２時25分
上映作品　マックスのクリスマス
会場　大間々図書館２階　視聴覚室

図書館名画座
日時　平成27年１月11日㈰　午後２時～３時30分
上映作品　伊豆の踊子
会場　笠懸図書館２階　視聴覚室

第30回子どものためのコンサート
打楽器集団「男群」コンサート
   2014年５月に行われた大阪国際室内楽コン
クール＆フェスタのフェスタ部門で世界第３位と
なる銅賞を受賞したグループによる演奏です。

  図書館・東公民館図書室…月曜日　 PAL…月曜日（祝日の場合翌日）

毅岩宿博物館・コノドント館、笠懸図書
館・大間々図書館・東公民館
　12月28日㈰～平成27年１月５日㈪
毅ＰＡＬ
　12月27日㈯～平成27年１月５日㈪
毅ながめ余興場
　12月26日㈮～平成27年１月６日㈫

各各各各各各各各各各施施施施施施施施施施設設設設設設設設設設のののののののののの年年年年年年年年年年末末末末末末末末末末年年年年年年年年年年始始始始始始始始始始休休休休休休休休休休館館館館館館館館館館各施設の年末年始休館日日日日日日日日日日日
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市内各施設のイベント情報などをお知らせします。

皿休館日皿岩宿博物館…月曜日（祝日の場合は翌日）・1/20日㈫～30日㈮　 コノドント館…月曜日（祝日の場合は翌日）　 笠懸図書館・大間々 

特別企画　養蚕の部屋
　富岡製糸場と絹産業遺産群の世界遺産登録を記
念し、みどり市でも盛んだった養蚕を紹介します。
期間　12月13日㈯～27日㈯
会場　２階　企画展示室

年末年始休館に伴う貸し出し
　年末年始の休館前に、次のとおり貸出数を増や
します。たくさん利用してください。
　なお、返却日は平成27年１月６日㈫以降とな
ります。詳しくは、貸出時に発行するレシートで
確認してください。

お年寄りへの読み聞かせ講座　
大人の心をいやしてくれる絵本の世界
　絵本は何歳になっても楽しめます。絵本ととも
に楽しみ方のコツも紹介します。
期日　第１回…平成27年１月14日㈬
　　　第２回…平成27年１月28日㈬
時間　午後１時30分～３時
会場　笠懸図書館２階　集会室１
定員　各回30人（先着順）
※１回ごとの参加も可能
参加費　無料
講師　寺澤敬子さん（群馬県読み聞かせ連絡協議
会会長）
申込方法　電話または直接笠懸図書館へ
申込開始日　12月20日㈯　

大人向け体験学習講座　土器作り体験
　ボランティアの養成を兼ねた大人向け体験学習
講座です。経験豊富な岩宿博物館友の会の会員
が、基礎から丁寧に指導します。土器作りに興味
のある人、もの作りが好きな人は、気軽に参加し
てください。

期日　平成27年１月18日㈰
時間　午前10時～午後２時
会場　ふれあい学習館
対象　中学生以上
定員　30人（先着順）
参加費　無料

持参する物　汚れてもいい服装、タオル
申込方法　電話または直接岩宿博物館へ
申込開始日　12月21日㈰　午前９時～

岩宿探検隊　
土器作りに参加しませんか
　粘土をこねて、オリジナルの土器を作ってみま
せんか。岩宿博物館友の会の会員が基礎から丁寧
に指導します。
日時　平成27年１月24日㈯　午前10時～正午
会場　ふれあい学習館
対象　小学生以上（３年生以下は保護者同伴）
定員　30人（先着順）
参加費　無料
持参する物　汚れてもいい服装、タオル
申込方法　電話または直接岩宿博物館へ
申込開始日　平成27年１月８日㈭　午前９時～

貸出数資料実施期間

20冊本
12月14日㈰～27日㈯

８冊雑誌

８点CD・ビデ
オ・DVD12月21日㈰～27日㈯
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消防団とは
　消防本部や消防署と同様に、消防組織法に基づ
いて市町村に設置される消防機関です。みどり市
消防団は、15の分団で構成され、現在262人の団
員が日夜地域のために活動しています。
　消防団員は、非常勤の地方公務員で、専門の消
防署員と違い、それぞれが別の職業に専念し、火
災時は、消防防災活動を行い
ます。また、地震や風水害な
どへの対処を行います。
主な活動
○火災や災害時
　地域住民の生命・身体、財産を守るための消火
　活動、救助・救出活動、防災活動、避難誘導
○平常時

　多様化する災害や火災予防活動に適切に対応す
　るための知識習得と技術向上を目的とした防火
　啓発活動、消火・防災訓練、防災指導
入団条件
　年齢18歳以上の人で、市内在住・在勤の健康な
人（経験は問いません）
待遇
煙団員報酬、退職報償金（５年以上勤務した人）
の支給があります。

煙活動中に負傷した場合は、補償制度があります。
煙活動に必要な被服が貸与されます。
煙職務にあたっての功労・功績によって表彰され
ます。　

※平成26年12月１日から中型自動車運転免許を取
得する消防団員への補助制度を創設しました。

地域の安全安心を守る頼れるまちのサポータ地域の安全安心を守る頼れるまちのサポーターー

　消防団員は、普段それぞれの仕事に就き、災害発生時には消防署と協力して消火活動や人命救助を行う
地域防災の要です。防災リーダーとして重要な役割を担う消防団に入団しませんか。
　入団の申し込みは、随時受け付けていますが、入団は原則毎年４月１日です。居住または勤務している
地域の分団への入団になります。詳しくは、お問い合わせください。

申込・問い合わせ先　総務課防災交通係☎（76）0961

消消消消消消消消消消消消消消消消消消消消消防防防防防防防防防防防防防防防防防防防防防団団団団団団団団団団団団団団団団団団団団団員員員員員員員員員員員員員員員員員員員員員募募募募募募募募募募募募募募募募募募募募募消防団員募集集集集集集集集集集集集集集集集集集集集集集
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い
た
の

に
退
職
金
を
受
け
取
っ
て
い
な
い
人
を

探
し
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
加
入
し
て
い
た
か
分
か
ら
な

い
人
も
調
べ
る
こ
と
が
で
き
ま
す
の
で
、

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
（http://w

w
w

        
 
 .

 rintaikyo.

           

taisyokukin.go.jp

                 /   ）
で
も
案
内
し
て

い
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先
　
独
立
行
政
法
人
勤
労

　
者
退
職
金
共
済
機
構
☎
　
（
６
７
３

03

　
１
）
２
８
８
７

　
平
成
　
年
３
月
に
、
ベ
イ
シ
ア
文
化

27

ホ
ー
ル
で
開
催
す
る
「
と
き
め
き
フ
ェ

ス
テ
ィ
バ
ル
」
の
出
品
作
品
を
募
集
し

ま
す
。
参
加
費
は
無
料
で
す
。

【
美
術
展
】

　
平
成
　
年
　
月
に
山
口
県
で
開
催
さ

27

10

れ
る
「
ね
ん
り
ん
ピ
ッ
ク
お
い
で
ま

せ
！
山
口
２
０
１
５
美
術
展
」
の
出
品

作
品
選
考
会
を
兼
ね
ま
す
。

部
門
　
日
本
画
（
水
墨
画
含
む
）
・
洋

画
（
油
絵
、
ア
ク
リ
ル
画
、
水
彩
、

素
描
、
版
画
、
パ
ス
テ
ル
画
な
ど
）・

彫
刻
・
工
芸
（
陶
芸
、
染
色
、
漆
芸
、

金
工
、
木
竹
、
人
形
、
屏
風
、
そ
の

他
の
工
芸
品
）
・
書
（
漢
字
、
か
な
、

篆
刻
、
調
和
体
お
よ
び
前
衛
、
刻

字
）
・
写
真
（
カ
ラ
ー
・
モ
ノ
ク
ロ

の
単
写
真
、
デ
ジ
タ
ル
合
成
不
可
）

※
出
品
作
品
は
未
発
表
の
も
の
で
一
人

１
点
。
作
品
の
搬
入
、
搬
出
、
梱
包

に
要
す
る
費
用
は
、
出
品
者
の
負
担

で
す
。

応
募
資
格
　
県
内
在
住
で
昭
和
　
年
４

31

　
月
１
日
以
前
に
生
ま
れ
た
ア
マ
チ
ュ

　
ア
の
人

応
募
方
法
　
所
定
の
用
紙
ま
た
は
、
は

が
き
に
出
品
部
門
、
郵
便
番
号
、
住

所
、
氏
名
（
ふ
り
が
な
）
、
生
年
月

日
、
性
別
、
電
話
番
号
を
明
記
し
て

応
募
し
て
く
だ
さ
い
。

【
短
歌
大
会
】

応
募
資
格
　
県
内
在
住
の
お
お
む
ね
　50

　
歳
以
上
の
人

応
募
方
法
　
所
定
の
応
募
用
紙
の
み
受

　
け
付
け
ま
す
。

※
出
品
作
品
は
、
未
発
表
の
も
の
で
、

　
一
人
２
首
以
内

【
共
通
事
項
】

応
募
期
間
　
　
月
　
日
㈮
（
必
着
）

12

26

そ
の
他
　
美
術
展
の
出
品
規
格
や
出
品

申
込
書
、
短
歌
の
所
定
応
募
用
紙
の

入
手
方
法
な
ど
の
詳
細
は
、
お
問
い

合
せ
く
だ
さ
い
。

応
募
・
問
い
合
わ
せ
先
　
県
長
寿
社
会

づ
く
り
財
団
（
〠
３
７
１
倆
８
５
１

７
前
橋
市
新
前
橋
町
　
倆
　
）
☎
０

13

12

２
７
（
２
５
５
）
６
５
１
１
　

第
　
回
人
権
週
間
　
　
　

66
人
権
に
関
す
る
無
料
相
談

　社会のさまざまな分野で、地域社会の発展の
ために貢献された人に贈られる秋の叙勲および
群馬県功労者表彰が発表され、本市からは、次
の皆さんが受章されました（順不同）。

危険業務従事者叙勲
 瑞宝単光章
　【消防功労】　関口　和男さん（大間々）
　【消防功労】　高橋　豊作さん（笠懸）

群馬県功労者表彰
　【県政】　　　須藤　昭男さん（笠懸）
　【地方自治】　石原　条さん（大間々）
　【地方自治】　藤生　英喜さん（笠懸）

ご受章おめでとうございます

叙勲・群馬県功労者表彰

と
き
め
き
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

出
品
作
品
募
集

林
業
退
職
金
制
度
　
　
　

（
林
退
共
）
の
お
知
ら
せ
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 国
民
年
金
の
お
知
ら
せ

【
ね
ん
き
ん
ダ
イ
ヤ
ル
の
ご
案
内
】

　
年
金
の
請
求
に
関
す
る
相
談
な
ど
に

応
じ
て
い
ま
す
。
お
電
話
の
際
に
は
、

年
金
手
帳
ま
た
は
年
金
証
書
を
ご
用
意

く
だ
さ
い
。

電
話
番
号
　
０
５
７
０
　
１
１
６
５

(05)

相
談
受
付
時
間

煙
月
曜
日
（
祝
日
の
場
合
は
、
翌
火
曜

日
）
…
午
前
８
時
　
分
～
午
後
７
時

30

煙
火
～
金
曜
日
…
午
前
８
時
　
分
～
午

30

後
５
時
　
分
15

煙
第
２
土
曜
日
…
午
前
９
時
　
分
～
午

30

　
後
４
時

【
国
民
年
金
の
任
意
加
入
に
つ
い
て
】

　
日
本
に
住
ん
で
い
る
　
歳
以
上
　
歳

20

60

未
満
の
人
は
、
国
籍
や
職
業
に
関
わ
ら

ず
国
民
年
金
に
加
入
す
る
こ
と
と
な
っ

て
い
ま
す
。
そ
れ
以
外
の
人
で
も
、
次

の
よ
う
な
場
合
は
申
し
出
に
よ
り
国
民

年
金
に
任
意
加
入
す
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。
詳
し
く
は
、
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。

①
満
額
の
老
齢
年
金
を
受
け
た
い
人

②
老
齢
基
礎
年
金
を
受
け
る
た
め
の
資

　
格
期
間
が
足
り
な
い
人

③
海
外
に
住
ん
で
い
る
　
歳
以
上
　
歳

20

65

　
未
満
の
日
本
人

【
お
わ
び
と
訂
正
】

　
広
報
み
ど
り
　
月
号
の
国
民
年
金
の

11

お
知
ら
せ
の
記
事
に
誤
り
が
あ
り
ま
し

た
の
で
、
お
わ
び
し
て
訂
正
し
ま
す
。

訂
正
箇
所
　
　
ペ
ー
ジ
中
段
の
※
の
文

14

末
に
「
収
録
状
況
は
６
月
発
送
の
年

金
振
込
通
知
書
に
て
確
認
で
き
ま

す
。
」
と
あ
り
ま
す
が
、
平
成
　
年
26

６
月
発
送
の
年
金
振
込
通
知
書
に
は

記
載
が
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

問
い
合
わ
せ
先
　
桐
生
年
金
事
務
所
☎

　
　
２
３
１
２

(44) 振
り
込
め
詐
欺
に
注
意

　
現
在
、
桐
生
警
察
署
管
内
で
振
り
込

め
詐
欺
被
害
が
多
発
し
、
市
内
に
も
振

り
込
め
詐
欺
の
電
話
が
多
数
か
か
っ
て

い
ま
す
。

　
息
子
や
孫
を
か
た
る
不
審
な
電
話
が

あ
っ
た
ら
、
本
人
し
か
知
ら
な
い
情
報

（
ペ
ッ
ト
の
名
前
な
ど
）
で
確
認
す
る

な
ど
、
十
分
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先
　
桐
生
警
察
署
☎
　
０
（43）

　
１
１
０

 桐
生
市
職
業
訓
練
セ
ン
タ
ー

【
ビ
ジ
ュ
ア
ル
資
料
作
成
講
座
】

　
ワ
ー
ド
紙
面
を
セ
ン
ス
ア
ッ
プ
す
る

テ
ク
ニ
ッ
ク
を
紹
介
し
、
チ
ラ
シ
や
ポ

ス
タ
ー
な
ど
の
作
成
方
法
を
学
び
ま
す
。

期
日
　
平
成
　
年
１
月
８
日
㈭
～
２
月

27

　
日
㈭
（
祝
日
を
除
く
毎
週
月
・
木

12曜
日
・
全
　
回
）

10

時
間
　
午
前
９
時
～
　
時
　
分

10

30

対
象
　
ワ
ー
ド
の
基
本
操
作
が
で
き
る
人

受
講
料
　
１
，
５
４
０
円

テ
キ
ス
ト
代
　
２
，
８
０
８
円

申
込
期
限
　
　
月
　
日
㈬
　

12

24

【
Ｍ
ｙ
・
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
作
成
講
座
】

　
「
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
ビ
ル
ダ
ー
」
の
基

本
的
な
機
能
を
習
得
し
、
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
を
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
に
公
開
す
る

ま
で
の
操
作
方
法
な
ど
を
学
び
ま
す
。

期
日
　
平
成
　
年
１
月
８
日
㈭
～
２
月

27

　
日
㈭
（
祝
日
を
除
く
毎
週
月
・
木

12曜
日
・
全
　
回
）

10

時
間
　
午
前
　
時
　
分
～
午
後
０
時
　
分

10
50

20

対
象
　
パ
ソ
コ
ン
の
基
本
操
作
が
で
き
る
人

受
講
料
　
１
，
５
４
０
円

テ
キ
ス
ト
代
　
３
，
０
２
４
円

申
込
期
限
　
　
月
　
日
㈬

12

24

【
知
っ
て
得
す
る
！
年
金
の
知
識
講
座
】

　
年
金
の
正
し
い
知
識
や
、
退
職
後
の

人
生
設
計
を
考
え
る
リ
タ
イ
ア
メ
ン
ト

プ
ラ
ン
ニ
ン
グ
な
ど
を
学
び
ま
す
。

期
日
　
平
成
　
年
１
月
　
日
㈬

27

21

時
間
　
午
後
６
時
　
分
～
８
時
　
分

30

30

受
講
料
　
８
２
０
円
　

申
込
期
限
　
平
成
　
年
１
月
７
日
㈬

27

【
共
通
事
項
】

定
員
　
　
人
（
多
数
の
場
合
は
抽
選
）

20

会
場
・
申
込
・
問
い
合
わ
せ
先
　
桐
生

市
職
業
訓
練
セ
ン
タ
ー
緯
　
２
１
０

（54）

１
（
土
・
日
曜
日
、
祝
日
を
除
く
午

前
９
時
～
午
後
５
時
）

  12  12月  12月  12月【ナイターレース開催日】【ナイターレース開催日】
  12/5・  12/5・６・６・７・８・９・８・９
  16・17・18・19・20・  16・17・18・19・20・2121
    2727・・2828・・29・30・3129・30・31
  １/2・3・  １/2・3・4・5・6・7・5・6・7
【場外発売日】【場外発売日】
  22・  22・2323(賞金王決定戦）(賞金王決定戦）
【外向発売所】【外向発売所】
  朝７時30分より発売　12/24は休業  朝７時30分より発売　12/24は休業

ボ
ー
ト
レ
ー
ス
桐
生

開
催
日
程
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【
朗
読
奉
仕
員
養
成
講
座
】

　
朗
読
や
、
告
知
文
・
広
報
紙
な
ど
の

読
み
方
に
つ
い
て
、
初
め
て
の
人
に
も

わ
か
り
や
す
く
説
明
し
ま
す
。

期
間
　
平
成
　
年
２
月
２
日
～
３
月
２

27

日
（
毎
週
月
曜
日
・
全
５
回
）

時
間
　
午
後
２
時
～
４
時

対
象
　

煙
市
内
在
住
・
在
勤
・
在
学
の
人

煙
み
ど
り
市
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー

に
登
録
し
て
い
る
市
外
の
人

煙
全
講
座
受
講
で
き
、
修
了
後
は
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
活
動
に
参
加
可
能
な
人

講
師
　
田
島
靖
介
さ
ん
（
桐
生
市
朗
読

奉
仕
会
）

定
員
　
　
人
（
先
着
順
）

30

受
講
料
　
無
料

申
込
期
限
　
平
成
　
年
１
月
　
日
㈮

27

16

【
社
会
福
祉
協
議
会
職
員
採
用
試
験
】　

募
集
職
種
・
職
務
内
容
　
一
般
職
（
福

　
祉
業
務
お
よ
び
事
務
業
務
に
従
事
）

採
用
予
定
人
数
　
若
干
人

受
験
資
格
　
昭
和
　
年
４
月
２
日
以
降

59

に
生
ま
れ
た
人
で
、
平
成
　
年
４
月

27

１
日
現
在
で
、
社
会
福
祉
士
、
介
護

福
祉
士
、
精
神
保
健
福
祉
士
の
い
ず

れ
か
の
資
格
を
有
す
る
か
、
資
格
取

得
見
込
者
で
就
労
可
能
な
人

試
験
日
　
平
成
　
年
２
月
　
日
㈰

27

15

試
験
会
場
　
市
社
会
福
祉
協
議
会
本
所

試
験
方
法
　
作
文
・
適
性
・
面
接

試
験
申
込
方
法
   次
の
必
要
書
類
を
添

　
え
て
申
し
込
む

①
受
験
申
込
書
（
本
会
所
定
の
申
込
書
）

②
履
歴
書
（
本
会
所
定
の
履
歴
書
）

③
資
格
証
明
書
（
写
で
も
可
）

申
込
書
配
布
   市
社
会
福
祉
協
議
会
本

所
・
支
所
に
て
　
月
８
日
か
ら
配
布

12

申
込
期
間
・
受
付
時
間
　
　
月
８
日
～

12

平
成
　
年
１
月
　
日
（
土
・
日
曜
日・

27

30

祝
日
、
お
よ
び
　
月
　
日
～
１
月
４

12

27

日
の
年
末
年
始
を
除
く
）
午
前
８
時

　
分
～
午
後
５
時
　
分

30

30

【
家
族
介
護
者
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
サ
ロ
ン
】

　
日
頃
の
疲
れ
を
癒
や
し
て
、
心
も
体

も
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
し
ま
せ
ん
か
。

期
日
　
平
成
　
年
２
月
　
日
㈫

27

10

時
間
　
午
前
９
時
　
分
～
午
後
３
時

30

会
場
　
厚
生
会
館

対
象
　
市
内
在
住
で
、
高
齢
者
な
ど
の

家
族
を
在
宅
で
介
護
し
て
い
る
人

定
員
　
　
人
30

内
容
　
映
画
鑑
賞
、
紙
芝
居
上
演
、
太

極
拳
体
験
、
昼
食
を
食
べ
な
が
ら
の

情
報
交
換
会

参
加
費
　
３
０
０
円
（
当
日
集
金
）

服
装
な
ど
　
動
き
や
す
い
服
装
・
タ
オ

ル
持
参

そ
の
他
　
交
通
手
段
に
つ
い
て
は
、
申

し
込
み
の
際
に
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

申
込
期
限
　
平
成
　
年
２
月
３
日
㈫

27

【
歳
末
た
す
け
あ
い
運
動
に
ご
協
力
を
】

　
　
月
　
日
㈬
ま
で
の
期
間
、
行
政
区

12

31

や
班
・
隣
組
な
ど
を
通
じ
て
募
金
の
協

力
を
お
願
い
す
る
ほ
か
、
直
接
、
社
会

福
祉
協
議
会
の
窓
口
で
も
募
金
を
お
預

か
り
し
ま
す
。

　
新
た
な
年
を
迎
え
る
時
期
に
、
支
援

を
必
要
と
し
て
い
る
人
た
ち
が
安
心
し

て
暮
ら
す
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、
運
動

の
趣
旨
を
ご
理
解
の
う
え
、
温
か
い
ご

協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

【
１
月
の
介
護
予
防
教
室
】

　
　
歳
以
上
で
会
場
ま
で
来
ら
れ
る
人

65
が
対
象
で
す
。

捌
笠
懸
地
区
《
元
気
サ
ロ
ン
》

期
日
・
会
場
　
平
成
　
年
１
月
６
日
㈫

27

…
６
区
公
民
館
、
　
日
㈭
…
９
区
公

22

民
館
、
　
日
㈫
…
８
区
公
民
館
、
　

27

28

日
㈬
…
　
区
公
民
館

10

時
間
　
午
前
９
時
　
分
～
　
時
　
分

30

11

30

問
い
合
わ
せ
先
　
市
社
会
福
祉
協
議
会

本
所
緯
　
４
１
１
１

（76）

捌
大
間
々
地
区
《
い
き
い
き
教
室
》

期
日
・
会
場
　
平
成
　
年
１
月
　
日
㈮

27

16

…
い
き
い
き
セ
ン
タ
ー
、
　
日
㈮
…

23

塩
原
公
民
館
、
　
日
㈮
…
　
区
集
会

30

12

所
時
間
　
午
前
　
時
～
　
時
　
分

10

11

30

問
い
合
わ
せ
先
　
市
社
会
福
祉
協
議
会

大
間
々
支
所
緯
　
４
０
５
４

（72）

捌
東
地
区
《
遊
ビ
リ
サ
ロ
ン
》

　
事
前
に
申
し
込
み
が
必
要
で
す
。

期
日
・
地
区
　
平
成
　
年
１
月
　
日
㈮

27

16

…
座
間
、
　
日
㈪
…
小
中
、
　
日
㈮

19

23

…
神
戸
、
　
日
㈪
…
荻
原
、
　
日
㈬

26

28

…
花
輪
２
区

時
間
　
午
後
１
時
　
分
～
３
時
　
分

30

30

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先
　
市
社
会
福
祉

協
議
会
東
支
所
緯
　
２
８
２
８

（97）

【
共
通
事
項
】

本
文
に
記
載
の
な
い
場
合
の
会
場
・
申

込
・
問
い
合
わ
せ
先
　
市
社
会
福
祉
協

議
会
本
所
（
衣
３
７
９
倆
２
３
１
３

み
ど
り
市
笠
懸
町
鹿
２
５
０
）
緯
　（76）

４
１
１
１

 里
親
募
集
の
お
知
ら
せ

　
子
ど
も
の
健
や
か
な
成
長
に
は
、
家

庭
の
愛
情
と
理
解
が
不
可
欠
で
す
が
、

虐
待
や
親
の
病
気
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
事

情
で
、
家
庭
で
生
活
で
き
な
い
子
ど
も

が
い
ま
す
。
県
で
は
、
そ
の
よ
う
な
子

ど
も
に
愛
情
と
誠
意
を
も
っ
て
養
育
し

て
く
だ
さ
る
里
親
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

　
里
親
に
な
る
に
は
健
康
状
態
や
経
済

状
況
な
ど
の
条
件
が
あ
り
ま
す
が
、
特

別
な
資
格
は
不
要
で
す
。
里
親
を
希
望

す
る
人
は
、
児
童
相
談
所
に
ご
相
談
く

だ
さ
い
。
県
が
家
庭
調
査
な
ど
を
実
施

し
、
適
当
と
認
め
ら
れ
た
後
、
必
要
な

研
修
を
受
け
、
里
親
と
し
て
登
録
と
な

り
ま
す
。
登
録
後
は
、
研
修
会
や
、
短

期
間
の
里
親
委
託
な
ど
で
、
実
際
の
子

ど
も
の
養
育
に
備
え
ま
す
。

　
な
お
、
里
親
に
は
、
子
ど
も
の
生
活

費
や
委
託
手
当
な
ど
が
毎
月
支
払
わ
れ

ま
す
。
制
度
な
ど
詳
し
く
は
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先
　
東
部
児
童
相

談
所
☎
０
２
７
６
　
３
７
２
１

（31）

社
会
福
祉
協
議
会
か
ら
の

お
知
ら
せ
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 ひ
と
り
親
家
庭
の
人
へ

【
親
子
ス
キ
ー
教
室
参
加
者
募
集
】

　
親
子
で
ス
キ
ー
の
講
習
を
受
け
、
楽

し
く
滑
り
ま
す
。

期
日
　
平
成
　
年
２
月
８
日
㈰

27

行
き
先
　
水
上
宝
台
樹
ス
キ
ー
場

集
合
場
所
　
桐
生
市
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー

定
員
　
　
人
（
多
数
の
場
合
は
抽
選
）

80

費
用
　
大
人
（
非
会
員
）
…
３
，
５
０

０
円
、
母
（
父
）
子
会
員
・
子
（
高

校
生
以
下
）
…
３
，
０
０
０
円
、
３

歳
未
満
…
５
０
０
円
（
バ
ス
代
・
昼

食
代
・
保
険
料
・
ス
キ
ー
教
室
参
加

料
を
含
む
）

申
込
方
法
　
往
復
は
が
き
に
参
加
者
全

員
の
氏
名
・
年
齢
（
学
年
）
・
住
所・

電
話
番
号
・
集
合
場
所
お
よ
び
東
京

親
子
ス
キ
ー
と
記
入
の
上
、
郵
送

申
込
期
限
　
平
成
　
年
１
月
　
日
㈮

27

16

（
必
着
）

【
母
子
家
庭
等
就
業
・
自
立
支
援
セ
ン

タ
ー
就
業
支
援
講
習
会
】

　
次
の
と
お
り
募
集
し
ま
す
。

捌
パ
ソ
コ
ン
講
習
会

期
日
　
平
成
　
年
１
月
　
日
～
３
月
８

27

18

　
日
（
毎
週
日
曜
日
・
全
８
回
）

時
間
　
午
前
　
時
～
午
後
４
時

10

会
場
　
群
馬
法
科
ビ
ジ
ネ
ス
専
門
学
校

桐
生
キ
ャ
ン
パ
ス
（
桐
生
市
相
生
町

５
倆
１
４
０
倆
５
）

定
員
　
　
人
（
多
数
の
場
合
は
抽
選
）

20

内
容
　
ワ
ー
ド
、
エ
ク
セ
ル
初
級
編

テ
キ
ス
ト
代
　
４
，
３
２
０
円

申
込
方
法
　
往
復
は
が
き
に
、
郵
便
番

号
・
住
所
・
氏
名
・
年
齢
・
電
話
番

号
・
（
ひ
と
り
親
家
庭
の
母
・
父
ま

た
は
寡
婦
の
別
）
・
応
募
動
機
を
明

記
し
、
郵
送

申
込
期
限
　
　
月
　
日
㈮
（
必
着
）

12

26

捌
ひ
と
り
親
家
庭
の
た
め
の
ラ
イ
フ
マ

　
ネ
ー
プ
ラ
ン
セ
ミ
ナ
ー

期
日
　
平
成
　
年
１
月
　
日
㈰

27

25

時
間
　
午
後
１
時
　
分
～
３
時
　
分

30

30

会
場
　
ぐ
ん
ま
男
女
共
同
参
画
セ
ン

　
タ
ー
（
駐
車
場
は
県
庁
内
の
県
民
駐

　
車
場
を
利
用
し
て
く
だ
さ
い
）

定
員
　
　
人
（
先
着
順
）

30

参
加
費
　
無
料
　

託
児
　
無
料
（
満
１
歳
～
小
学
校
低
学

年
・
先
着
　
人
・
要
事
前
申
込)

 

15

申
込
方
法
　
は
が
き
・
電
話
・
フ
ァ
ク

ス
の
い
ず
れ
か
で
、
郵
便
番
号
・
住

所
・
氏
名
・
年
齢
・
電
話
番
号
・
ひ

と
り
親
家
庭
の
母
・
父
ま
た
は
寡
婦

の
別
を
お
知
ら
せ
く
だ
さ
い
。

【
共
通
事
項
】

対
象
　
県
内
在
住
の
母
（
父
）
子
家
庭

の
母
（
父
）
と
子
（
高
校
生
以
下
）

お
よ
び
寡
婦

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先
　
（
一
財
）
群

馬
県
母
子
寡
婦
福
祉
協
議
会
（
衣
３

７
１
倆
０
８
４
３
　
前
橋
市
新
前
橋

町
　
倆
　
）
☎
０
２
７
（
２
５
５
）

13

12

６
６
３
６
、
胃
０
２
７
（
２
５
５
）

６
６
５
２

　
新
型
ト
ロ
ッ
コ
列
車
に
揺
ら
れ
、
イ

ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン
と
朔
詩
舎
の
フ
ラ
ン

ス
料
理
を
楽
し
み
な
が
ら
、
大
切
な
人
と

ク
リ
ス
マ
ス
を
過
ご
し
ま
せ
ん
か
。

運
行
日
　
　
月
　
日
（
火
・
祝
）

12

23

発
着
時
間
　
桐
生
駅
発
…
午
後
５
時
　27

　
分
、
桐
生
駅
着
…
午
後
８
時
　
分
47

料
金
　
大
人
１
５
，
５
０
０
円
（
ペ
ア

で
ワ
イ
ン
１
本
・
わ
鐵
グ
ッ
ズ
の
特

典
付
、
往
復
運
賃
・
食
事
代
を
含
む
）

※
ペ
ア
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先
　
わ
た
ら
せ
渓

谷
鐵
道
㈱
緯
　
２
１
１
０
　

（73）

 上
毛
電
鉄
新
春
イ
ベ
ン
ト

期
日
　
平
成
　
年
１
月
３
日
㈯

27

時
間
　
午
前
９
時
　
分
～
午
後
３
時

30

会
場
　
大
胡
電
車
庫
（
大
胡
駅
西
側
徒

　
歩
１
分
）

イ
ベ
ン
ト
内
容
　
鉄
道
グ
ッ
ズ
販
売
・

電
車
と
綱
引
き
大
会
・
電
気
機
関
車

試
乗
会
・
上
電
制
服
撮
影
会
・
鉄
道

運
転
シ
ミ
ュ
レ
ー
タ
ー
体
験
な
ど

※
イ
ベ
ン
ト
内
容
は
変
更
す
る
場
合
も

あ
り
ま
す
。
詳
し
く
は
上
毛
電
鉄
の

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先
　
上
毛
電
鉄
㈱
☎
０
２

　
７
（
２
３
１
）
３
５
９
７
  

 出
張
緑
化
講
座
を
開
催

　
「
覚
え
て
お
き
た
い
マ
ツ
の
整
枝
 剪
 
せ
ん

定
」
を
テ
ー
マ
に
、
庭
づ
く
り
の
参
考

と
な
る
よ
う
出
張
緑
化
講
座
を
開
催
し

ま
す
。

期
日
　
平
成
　
年
１
月
　
日
㈭

27

29

時
間
　
午
前
　
時
～
正
午

10

会
場
　
高
崎
合
同
庁
舎
（
高
崎
市
台
町

　
４
倆
３
）
　

定
員
　
　
人
（
先
着
順
）

60

講
師
　
茂
木
清
美
さ
ん
（
樹
木
医
）

受
講
料
　
無
料

申
込
開
始
日
時
　
平
成
　
年
１
月
　
日

27

13

㈫
　
午
前
８
時
　
分
～

30

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先
　
群
馬
県
緑
化

セ
ン
タ
ー
緯
０
２
７
６
　
７
１
８
８

（88）

桐生市通信

このコーナーでは、桐生市からのお知らせを掲載しています。

動物園deクリスマス
　参加者がサンタクロースになって、動物にエサやり
をします。集合場所は、各動物舎前です。
期日　12月22日㈪
■ゾウ
時間　午前10時30分～11時
募集人数　30人（先着順）
■こどもどうぶつコーナーの動物
時間　午後１時30分～２時
募集人数　30人（先着順）
■ニホンザル
時間　午後２時30分～３時　※人数制限はありません
問い合わせ先　桐生が岡動物園☎(22)４４４２

ト
ロ
ッ
コ
わ
っ
し
ー
号
で
 

ク
リ
ス
マ
ス
列
車
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品
を
出
展
す
る
の
は
初
め
て
だ
っ
た
の

で
、
先
生
か
ら
受
賞
を
知
ら
さ
れ
た
と

き
は
、
本
当
に
驚
き
ま
し
た
。

写
真
部
の
活
動

　
高
校
の
文
化
祭
が
来
週
（
取
材
時
）

あ
る
の
で
す
が
、
そ
れ
で
部
活
は
引
退

で
す
。
教
室
を
暗
く
し
て
、
お
客
さ
ん

に
ペ
ン
ラ
イ
ト
を
動
か
し
て
も
ら
い
、

絵
や
文
字
な
ど
を
撮
影
し
ま
す
。

　
後
輩
は
し
っ
か
り
し
た
子
た
ち
ば
か

り
な
の
で
、
安
心
し
て
写
真
部
を
任
せ

ら
れ
ま
す
。

こ
れ
か
ら
…

　
中
学
生
の
時
に
尾
瀬
を
案
内
し
て
く

れ
た
女
性
の
ガ
イ
ド
さ
ん
に
憧
れ
て
、

自
然
を
案
内
す
る
ガ
イ
ド
に
な
ろ
う
と

思
い
ま
し
た
。
卒
業
後
は
新
潟
県
の
専

門
学
校
に
進
学
し
ま
す
。
初
め
て
の
一

人
暮
ら
し
な
の
で
、
家
事
や
朝
起
き
ら

れ
る
か
心
配
で
す
。

　
進
学
先
は
自
然
豊
か
な
と
こ
ろ
な
の

で
、
写
真
を
続
け
、
動
物
や
野
鳥
の
撮

影
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
た
い
で
す
。

最優秀賞受賞作「それぞれの春」

県立大間々高等学校３年

大塚朋美さんずっと一緒に
大好きな自然と

（17歳　東町）

　
昭
和
　
年
　
月
　
日
、
住

53

11

21

民
の
署
名
や
陳
情
を
受
け
入

れ
る
形
で
、
大
間
々
町
婦
人

青
少
年
セ
ン
タ
ー
の
１
階
に

図
書
室
が
開
設
さ
れ
ま
し

た
。
そ
れ
ま
で
は
桐
生
市
の

図
書
館
や
県
の
移
動
図
書
館

を
利
用
す
る
し
か
あ
り
ま
せ

ん
で
し
た
。
当
時
の
図
書
室

の
登
録
者
数
か
ら
計
算
す
る

と
、
実
に
住
民
の
１
割
強
が

こ
の
図
書
室
を
利
用
し
て
い

た
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　
利
用
実
績
が
上
が
り
蔵
書

も
増
え
て
く
る
と
、
図
書
館

の
必
要
性
が
認
識
さ
れ
て
き

ま
し
た
。
大
間
々
郵
便
局
が

移
転
し
て
建
物
が
空
い
た
の

を
機
に
、
そ
こ
を
改
築
し
て

昭
和
　
年
に
図
書
館
が
開
館

59

し
ま
し
た
。

　
現
在
の
大
間
々
図
書
館
は

平
成
　
年
４
月
に
オ
ー
プ
ン

14

し
ま
し
た
。
図
書
室
開
設
当

初
１
，
６
０
０
点
程
度
だ
っ

た
蔵
書
は
、
今
で
は
　
万
点

10

を
超
え
る
ま
で
に
な
り
、
子

ど
も
た
ち
や
親
子
連
れ
を
中

心
と
し
た
利
用
者
で
、
毎
日

に
ぎ
わ
っ
て
い
ま
す
。

 大
間
々
図
書
館

　昭和59年開館の大間々町立図書館

平成14年開館の現在の大間々図書館

県
高
校
総
合
文
化
祭
写
真
展
で
　
　
　

最
優
秀
賞
を
受
賞

　
中
学
生
の
頃
、
東
町
の
き
れ
い
な
景

色
を
撮
り
た
い
と
思
っ
た
の
が
き
っ
か

け
で
、
カ
メ
ラ
を
始
め
ま
し
た
。
で
も

当
時
は
カ
メ
ラ
を
買
っ
て
も
ら
え
な
く

て
…
。
高
校
に
入
学
し
て
か
ら
、
最
初

は
中
学
の
時
か
ら
や
っ
て
い
た
陸
上
部

と
掛
け
持
ち
で
写
真
部
に
入
り
、
そ
の

後
カ
メ
ラ
の
お
も
し
ろ
さ
に
は
ま
っ
て
、

写
真
部
一
本
に
専
念
し
ま
し
た
。
今
は

部
長
を
務
め
て
い
ま
す
。
ア
ン
グ
ル
や

設
定
を
変
え
る
こ
と
で
、
さ
ま
ざ
ま
な

雰
囲
気
の
写
真
が
撮
れ
る
の
が
お
も
し

ろ
い
で
す
。

　
受
賞
作
は
、
 宙
玉
 レ
ン
ズ
と
い
う
特

そ
ら
た
ま

殊
な
レ
ン
ズ
を
使
っ
て
桜
・
雪
割
草
・

ふ
き
の
と
う
の
春
の
花
を
写
し
た
組
み

写
真
で
す
。
こ
の
レ
ン
ズ
を
使
っ
た
作
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私の

クラブ紹介

昔ながらの風情が感じられるまち昔ながらの風情が感じられるまち

石川県金沢市

　
月
に
３
回
、
火
曜
日
の
午

前
中
、
笠
懸
公
民
館
に
先
生

を
お
迎
え
し
て
、
親
子
で
ヨ

ガ
を
楽
し
ん
で
い
ま
す
。
メ

ン
バ
ー
は
、
大
人
８
人
と
子

ど
も
７
人
で
、
子
育
て
中
で

も
ヨ
ガ
を
し
た
い
と
い
う
気

持
ち
か
ら
、
６
月
に
発
足
し

た
ば
か
り
の
ク
ラ
ブ
で
す
。

　
ヨ
ガ
と
い
う
と
、
静
か
な

空
間
で
取
り
組
む
イ
メ
ー
ジ

で
す
が
、
親
子
で
ヨ
ガ
な
の

で
、
部
屋
に
は
子
ど
も
た
ち

の
笑
い
声
が
し
て
い
ま
す
。

そ
ん
な
中
で
も
、
足
裏
の
オ

イ
ル
マ
ッ
サ
ー
ジ
で
心
を
落

ち
着
か
せ
た
後
、
呼
吸
を
整

え
な
が
ら
自
分
の
体
と
向
き

合
う
と
、
子
育
て
で
疲
れ
た

体
が
開
放
さ
れ
て
リ
ラ
ッ
ク

ス
で
き
、
自
分
を
い
た
わ
っ

て
あ
げ
て
い
る
感
じ
が
し
ま

す
。
そ
し
て
、
ヨ
ガ
の
後
は

心
が
軽
く
な
っ
て
、
ま
た
子

育
て
を
頑
張
れ
ま
す
よ
。

　
ヨ
ガ
も
子
育
て
も
両
方
と

も
楽
し
み
た
い
と
い
う
マ
マ

さ
ん
。
一
緒
に
ヨ
ガ
を
し
ま

せ
ん
か
。
マ
マ
さ
ん
だ
け
で

も
大
歓
迎
で
す
。

子
育
て
中
だ
か
ら
こ
そ

自
分
の
心
と
体
を
大
切
に

（
代
表
   高
澤
美
歩
 さ
ん
）

お
や
こ
 　
 ヨ
ー
ガ

de

　子どもの頃は、実家から近かった金沢城公園によ
く遊びに行ってました。その頃は、石川門が残って
いただけで中は森でしたが、平成13年に 菱櫓 などを

ひしやぐら

復元し、今では安政（1854年）の頃の景観を忠実
に再現してあるんですよ。また、日本三大庭園の一
つである兼六園は、四季をとおして景色がきれいで、
高校の時は、電車を途中下車してまで園内を散歩し
てから帰ったこともありました。
　毎年６月に行われる百万石まつりでは、火を灯し
た 提灯 を持って練り歩く子ども提灯太鼓行列に参加
ちょうちん

し、友達と夜会えるのがとても楽しかったです。ま
つりのメイン、利家公の金沢城入城を再現した百万
石行列は、豪華 絢 

けん
 爛 
らん

で一見の価値があり
ます。来年の３月に
北陸新幹線が開通す
るので、是非お出掛
けください。

　金沢市は、加賀藩前田家の城下町として栄え、戦
災や大きな災害にも遭わなかったため、江戸時代か
らの古い町並みが今でも多く残っている町です。加
賀友禅や金沢箔、九谷焼などの伝統工芸が有名で、
また海や山など自然にも恵まれカニや甘エビ、加賀
野菜など海、山の幸とも豊富なところです。
　今の時期は、11月に解禁になったばかりの加濃ガ
ニ（石川県産雄のズワイガニ）がおいしいですよ。
甘みのある身は最高です。その雌の 香箱 ガニもプチ

こうばこ

プチとした食感の外子と甲羅に詰まった内子が濃厚
で絶品です。子どもも大好きで、実家から送っても
らうと自分で上手にさばいて食べるんですよ（笑）

（35歳　笠懸町）
太田佳代さん

兼兼六園こと六園ことじじ灯籠　
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Topics

  フォト・トピックス
 フォト・トピックス
 フォト・トピックス

加 加加加加加加加加加加加加加
　10月25・26日、東運動公園で東町三大祭が行われ、芸
能発表会、農林産物の即売やさんまの塩焼き無料配布など
多彩な催しで訪れた人たちを楽しませました。また、バイ
クで巡るチェックポイントラリーが同時開催され、最終ポ
イントの東運動公園にライダーが集結しました。

東町三大祭（商工・産業・文化祭）

秋の東地域を楽しむ

加 加加加加加加加加加加加加

多彩な工芸品や地元の特産品がずらり

芸術・味覚の秋を楽しむ

　10月25・26日、大間々町のはねたき広場で全国の工芸
作家作品を展示即売する「第14回わたらせ工芸まつり」
と大間々商工会の「第13回商工会フェスタinはねたき」
が同時開催され、大勢の観光客でにぎわいました。

加 加加加加加加加加加加加加加

横田早紀江さん飯塚繁雄さん講演会

拉致問題に関する認識を深める

　11月８日、桐生大学平成記念ホールで拉致被害者家族
会の横田早紀江さん飯塚繁雄さんの講演会が開催され、市
内外から約700人が聴講しました。横田さんは「政府には
強い姿勢で交渉して欲しい」と問題の早期解決を訴えました。

チェックポイントラリー
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　11月9日、岩宿人の広場で、秋の恵みに感謝する岩宿ム
ラ収穫まつりが行われました。県内外から大勢の親子連れ
などが訪れ、石器作りや土器焼き、石臼を使った粉ひき体
験などを楽しみました。

岩宿ムラ収穫まつり
古代人の暮らしを体験し知恵を学ぶ

加 加加加加加加加加加加加加加

加 加加加加加加加加加加加加加
　10月25日から11月24日まで、ながめ公園で第57回関
東菊花大会が行われました。盆養菊や盆栽菊、懸崖菊、大
作りなど1,300鉢の菊花や大河ドラマ「黒田官兵衛」、ゆ
るキャラグランプリ１位を獲得したぐんまちゃんの菊人形
などが会場を華やかに彩り、来場者の目を楽しませました。

第57回関東菊花大会

色鮮やかな菊花が咲き誇る

加 加加加加加加加加加加加加

木造校舎のぬくもりや温かさを肌で感じる

ぞうきんがけレースｉｎあずま

　11月９日、国の登録有形文化財旧花輪小学校記念館で
ぞうきんがけレースが行われ、保育園児から大人まで78
人が参加しました。全長50メートルの廊下を全力疾走す
る姿に大きな声援が送られました。

どんぐりパン作り
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イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
は
、
毎
年
　12

月
か
ら
３
月
に
か
け
て
流
行
し
ま

す
。
高
齢
者
が
感
染
す
る
と
重
症

化
す
る
可
能
性
が
高
く
な
り
ま
す
。

接
種
を
予
定
し
て
い
る
人
は
、
早

め
に
済
ま
せ
ま
し
ょ
う
。

対
象
　
接
種
日
に
お
い
て
　
歳
以

65

上
の
人
（
昭
和
　
年
　
月
　
日

24

12

28

以
前
に
生
ま
れ
た
人
）

※
　
歳
～
　
歳
で
心
臓
・
腎
臓
・

60

64

呼
吸
器
疾
患
で
身
体
障
害
者
手

帳
１
級
相
当
の
人
は
同
じ
条
件

で
接
種
で
き
ま
す
。

接
種
期
限
　
　
月
　
日
㈯

12

27

費
用
　
１
，
０
０
０
円

※
生
活
保
護
世
帯
の
人
は
、
申
請

に
よ
り
無
料
と
な
り
ま
す
。

※
指
定
医
療
機
関
以
外
で
接
種
す

る
場
合
は
、
事
前
に
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

   子
宮
頸
が
ん
検
診
・
乳
が
ん（
甲

状
腺
）
検
診
の
個
別
検
診
の
実
施

期
間
は
、
　
月
　
日
㈯
ま
で
で
す
。

12

27

済
ん
で
い
な
い
人
は
早
め
に
受
け

ま
し
ょ
う
。
な
お
、
協
力
医
療
機

関
に
電
話
を
し
て
か
ら
受
診
を
し

て
く
だ
さ
い
。

【
子
宮
頸
が
ん
検
診
と
は
】

　
　
～
　
歳
代
に
急
増
し
て
い
る

20

30

子
宮
頸
が
ん
は
、
子
宮
の
入
り
口

付
近
に
で
き
る
が
ん
で
す
。
発
症

に
は
、
ヒ
ト
パ
ピ
ロ
ー
マ
ウ
イ
ル

ス
（
Ｈ
Ｐ
Ｖ
）
が
関
係
し
て
お
り
、

性
交
渉
で
感
染
し
ま
す
。
初
期
が

ん
で
は
、
自
覚
症
状
が
あ
ら
わ
れ

ま
せ
ん
が
、
定
期
検
診
を
し
て
い

れ
ば
早
期
発
見
が
可
能
で
す
。
痛

み
の
少
な
い
検
査
で
す
の
で
、
ぜ

ひ
検
診
を
受
け
ま
し
ょ
う
。

襖
鴬

横
横
横
横
横
横
横
横
横
横
横
横
横
横
横
横
横
横
横
横
横
横
横
横
横
横
横
横
横
横
横
横

襖
鴬

横
横
横
横
横
横
横
横
横
横
横
横
横
横
横
横
横
横
横
横
横
横
横
横
横
横
横
横
横
横
横
横

料無 相 談

消費者相談
期日　月～金曜日（祝日を除く）
時間　午前９時～正午、午後１時～４時
会場　消費生活センター緯（76）0987
（大間々庁舎１階）

高齢者相談
期日　毎月第３水曜日
時間　午前10時30分～正午
会場　笠懸老人憩の家
問い合わせ先　社会福祉協議会笠懸本所
緯（76）4111

子どもたちの教育に関する相談 
期日　月～金曜日（祝日を除く）
時間　午前９時～午後５時
会場　教育研究所 電話教育相談室緯（73）
1110　※まずはお電話ください。

桐生市の法律相談（弁護士相談）
日時　12月18日・25日、１月８日・15
日（各木曜日）　午前10時～正午
会場　桐生市役所　２階市民相談室
予約受付　各相談日の２週間前から受付。
午前９時～午後４時（土・日、祝日を
除く）桐生市役所緯（46）1111内線
355・503

【新里総合センター】
日時　１月13日㈫　午前10時～正午
予約受付　１月９日㈮午後３時まで　緯
（74）2384

【笠懸会場（笠懸老人憩の家）】
日時　12月25日㈭　午前９時～午後３時
問い合わせ先　社会福祉協議会笠懸本所
緯（76）4111

【大間々会場（厚生会館）】
期日　12月15日㈪、１月15日㈭　
時間　午後１時～３時
問い合わせ先　社会福祉協議会大間々支
所緯（72）4054

【東会場（高齢者生活福祉センター）】
日時　１月13日㈫　午後１時～３時
問い合わせ先　社会福祉協議会東支所緯
（97）2828

心配ごと相談・行政相談・人権相談

桐生保健福祉事務所の相談
会場　桐生保健福祉事務所緯（53）4131
《子育てこころの相談》
期日　毎月１回（不定期）※要予約
《精神保健福祉相談》
期日　毎月第２金曜日　※要予約
時間　午前10時～正午

法律相談（弁護士相談）※予約制

【大間々会場（厚生会館）】
日時　12月15日㈪　午後１時～３時
予約・問い合わせ先　社会福祉協議会大
間々支所緯（72）4054

【東会場（高齢者生活福祉センター）】
日時　１月13日㈫　午後１時～３時
予約・問い合わせ先　社会福祉協議会東
支所緯（97）2828

無料人権相談（人権擁護委員相談）
期日　毎週木曜日（祝日を除く）
時間　午前９時～午後４時
会場　前橋地方法務局桐生支局緯（44）
3526

健康相談（成人）

時間　午前９時30分～11時
【笠懸会場（笠懸保健センター）】
期日　12月17日㈬、１月21日㈬
問い合わせ先　笠懸保健センター
緯（76）2510
【大間々会場（大間々保健センター）】
　歯科・栄養相談も受けられます。
期日　１月14日㈬
問い合わせ先　大間々保健センター
緯（72）2211

【東会場（東保健センター）】
期日　１月19日㈪
問い合わせ先　東支所緯（76）0984

こころの健康相談　※予約制

精神科医師による相談です。
期日　12月17日㈬、１月21日㈬
時間　午後１時30分～５時（受付は３時
30分まで）
会場・予約・問い合わせ先　
　大間々保健センター☎（72）2211

高
齢
者
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ

予
防
接
種

子
宮
頸
が
ん
・
乳
が
ん

検
診
は
お
済
み
で
す
か

Health InformationHealth Information

●笠懸保健センター　 ☎（76）2510
●大間々保健センター ☎（72）2211
●東支所　　　　　　 ☎（76）0984

問い合わせ先

健康健康だよりだより
いきいきいきいきいきいき
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休 日 当 番 医 休日当番接骨院

※休日当番医・接骨院は、都合により変更する場合もあります。確認してお出掛けください。

（46）6373外内婦皮大間々町木の実クリニック
12/21㈰ （54）2511内児循相生町５関田内科クリニック

（44）3818内浜松町１細井内科医院
（40）2600整広沢町間ノ島桐生整形外科病院
（73）2211外内児整大間々町恵愛堂病院

12/23㈫ （44）7753内児東２雨宮内科医院
（44）7706内錦町２北川内科クリニック
（53）7711外内眼相生町５高木病院

12/28㈰ （44）1125内児循消呼小曽根町星野クリニック
（30）8808内笠懸町クリニック樹
（22）8611整天神町３石川整形外科医院
（74）2311外内新里町恵愛堂クリニック

12/29㈪ （76）9998内児笠懸町志鳥クリニック
（30）3660内菱町３日新病院
（44）1010眼本町４北川眼科医院
（76）6311内外整笠懸町東邦病院

12/30㈫ （30）7577泌内児大間々町きたむらクリニック
（44）6031内本町３まろ医院
（45）2828産婦浜松町１優和クリニック
（73）2211外内児整大間々町恵愛堂病院

12/31㈬ （22）7043内児本町２五十嵐内科医院
（53）3166内相生町１わたらせリバーサイドクリニック
（46）3739脳内皮整本町６さくらクリニック
（53）7711外内眼相生町５高木病院

１/１㈭ （44）3040児仲町２ひきた小児科クリニック
（72）1240内大間々町菅医院
（76）1133耳鼻笠懸町さくら耳鼻咽喉科

(43)1713境野町２高田接骨院12/21㈰ (43)8574新宿１さいとう整骨院
(46)3741新宿１鈴木接骨院12/23㈫ (77)2112笠懸町くぼづか接骨院
(43)6571本町３かしわせ接骨院12/28㈰ (65)5125川内町４ふえき接骨院
(46)2929境野町２深澤接骨院12/29㈪ (46)0901永楽町８すわ接骨院
(22)4667宮前町１武藤接骨院12/30㈫ (52)6336広沢町１中里接骨院

毅桐生市歯科医師会館（桐生市堤町3‐3‐2）
　午前10時～午後３時　緯（45）1397
毅太田新田歯科医師会館（太田市新井町516‐8）
　午前10時～午後１時　緯0276（45）7320

休日歯科診療所

毅桐生メディカルセンター（桐生市元宿町18‐2）
　午後７時30分～10時30分　緯（47）2501

 平日夜間急病診療所（小児科・内科）

（44）5066外整仲町２こんどう整形外科医院
１/２㈮ （54）8949精神内児相生町２岸病院

（76）1110内笠懸町みどり病院
（30）7077麻内大間々町アイダ痛みのクリニック
（76）6311内外整笠懸町東邦病院

１/３㈯ （47）8200児笠懸町みらいこどもクリニック
（45）3711内消循錦町１矢部クリニック
（54）1517耳鼻相生町２耳鼻咽喉科設楽医院
（20）2250整新里町えだくに整形外科

１/４㈰ （52）6608内児循相生町２小暮医院
（70）7610内消呼循児笠懸町松井内科医院
（45）2242眼本町６川島眼科医院
（76）6311内外整笠懸町東邦病院

１/11㈰ （22）5122内児末広町永田医院
（44）4925内消新宿１山崎科医院
（44）3395産婦内皮仲町１くりはら医院
（73）2211外内児整大間々町恵愛堂病院

１/12㈪ （72）1025内児大間々町萩原医院
（47）3014内東５石川内科クリニック
（74）8439内新里町星野醫院

　
薬
物
乱
用
は
、
乱
用
者
の
心
身

に
危
害
を
加
え
る
だ
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な
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家
庭
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さ
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、
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の
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序

を
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す
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ど
さ
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ま
な
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影
響

を
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ぼ
し
ま
す
。

　
日
本
で
乱
用
さ
れ
て
い
る
約
８

割
が
「
ス
ピ
ー
ド
」「
ｓ
（
エ
ス
）」

「
ア
イ
ス
」
と
呼
ば
れ
る
覚
せ
い

剤
で
す
。
最
近
で
は
「
合
法
ハ
ー

ブ
」
な
ど
と
称
し
流
通
し
て
い
る

「
危
険
ド
ラ
ッ
ク
」
の
乱
用
に
よ

る
死
亡
事
故
な
ど
も
報
告
さ
れ
、

深
刻
な
社
会
問
題
と
な
っ
て
い
ま

す
。
「
危
険
ド
ラ
ッ
ク
」
は
、
薬

物
と
し
て
の
安
全
性
が
全
く
考
慮

さ
れ
て
お
ら
ず
、
人
体
に
及
ぼ
す

作
用
が
分
か
ら
な
い
た
め
、
麻
薬

や
覚
せ
い
剤
よ
り
危
険
な
場
合
も

あ
り
ま
す
。

　
平
成
　
年
中
の
県
内
の
覚
せ
い
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剤
な
ど
で
の
検
挙
者
の
う
ち
再
犯

が
６
割
も
占
め
て
お
り
、
一
度
使

う
と
や
め
ら
れ
な
く
な
る
こ
と
が

分
か
り
ま
す
。
「
疲
れ
が
取
れ
る
」

「
い
つ
で
も
や
め
ら
れ
る
」
と
軽

い
気
持
ち
で
使
用
す
る
と
、
自
分

の
意
志
で
や
め
る
こ
と
が
で
き
な

く
な
り
ま
す
の
で
、
絶
対
に
使
用

し
な
い
こ
と
が
重
要
で
す
。

　
薬
物
に
関
す
る
相
談
は
各
保
健

セ
ン
タ
ー
へ
。

(52)0846広沢町５高橋接骨院12/31㈬ (22)0743宮前町２野口接骨院
(47)2204東１岩崎接骨院１/１㈭ (53)9966相生町１澤接骨院
(44)5100東７福間接骨院１/２㈮ (22)8555宮前町１中島接骨院・鍼灸院
(44)1151境野町１大川接骨院１/３㈯ (52)0606相生町２吉田接骨院
(43)1111東１今井接骨院１/４㈰ (72)1455大間々町近藤接骨院
(43)5374境野町６藤倉接骨院１/11㈰ (73)6902大間々町なかじま接骨院
(44)5827境野町２周藤接骨院１/12㈪ (73)7455大間々町馬場接骨院

　夜間や休日に子どもが急に体調を崩して困ったと
きにご利用ください。
毅月～土曜日　午前６時～翌朝午前８時
毅日曜日・祝日・年末年始　午前９時～翌朝午前８時
※つながらない場合は、☎03（5524）8135に電話し
　てください。
※相談は無料ですが、通話料は利用者負担です。

群馬こども救急相談　☎＃8000

薬
物
乱
用
防
止
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ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
URL　

http://w
w
w
.city.m

idori.gunm
a.jp/

３歳未満（受付時
点）のお子さん
の写真を募集し
ています。お子さ
んの笑顔を広報
紙面に掲載して
みませんか。お子
さんの氏名（ふり
がな）、年齢（○
歳○カ月）、住所、
電話番号、保護
者氏名、コメント
(40字以内)を明
記し、お子さんの
写真を添えて秘
書課広報広聴係
（笠懸庁舎）へ

写 真 募 集

佐藤 彩桜
２歳４カ月

さとう　   さら

いつも笑顔いっぱい
で元気な末っ子で
す。これからもすく
すく成長してね。

笑笑顔で笑顔でで

藤生 弥優
10カ月

ふじゅう　  みゆ

お兄ちゃんとお姉ち
ゃん大好き。毎日元
気いっぱい。大きく
元気に育ってね。

自分で出来ることが増
え、少しずつお兄ちゃ
んへと成長しています。

戸金 晄太郎
２歳３カ月

とがね　  こうたろう

根岸 咲斗
２歳11カ月

ねぎし　 さきと

やんちゃ・わんぱく・
おふざけ大好き。仲良
しお兄ちゃんと毎日元
気いっぱいです。

い
で
く

自
え
んんん

お
ゃ
気
元元元元

クリームマカロニ

マカロニをゆでる。
ホワイトソースとスキムミルクを混ぜておく。 
鶏肉と野菜をひと口大に切る。
鍋に油をしき、❸を炒める。
❹に水をかぶる程度加え、コンソメを入れて柔
らかくなるまで煮る。
❺に❷とチーズ、塩を入れて味を整える。
大豆とグリーンピースを加えたら、出来上がり。

❶
❷
❸
❹
❺

❻
❼

パ

（１人分 424キロカロリー）（１人分
乾燥マカロニ……………………………
（形は、お好きなものを選んでください）
ホワイトソース（市販のもの）…………
スキムミルク……………………………
鶏モモ肉………………………………
ジャガイモ……………………………
タマネギ………………………………
ニンジン…………………………………
チキンコンソメ……………………
とろけるチーズ…………………………
水煮大豆…………………………………
グリーンピース…………………………
塩…………………………………
サラダ油…………………………………

40g

80g
30g
140g
200g
200g
80g

小さじ１
30g
60g
適量

小さじ１/２
適量

　

 

ス
タ
と
は
、
ス

パ
ゲ
テ
ィ
や
マ
カ
ロ

ニ
の
総
称
の
こ
と
で

す
。
タ
ン
パ
ク
質
の

多
い
小
麦
粉
の
デ
ュ

ラ
ム
セ
モ
リ
ナ
か
ら

作
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

形
状
や
大
き
さ
に

よ
っ
て
さ
ま
ざ
ま
な

種
類
が
あ
り
、
イ
タ

リ
ア
に
は
５
０
０
種

類
以
上
あ
る
と
い
わ

れ
て
い
ま
す
。
パ
ス

タ
に
は
、
食
物
繊
維

や
カ
ル
シ
ウ
ム
、
鉄

分
な
ど
大
切
な
栄
養

が
た
く
さ
ん
含
ま
れ

て
い
ま
す
が
、
パ
ス

タ
を
含
む
小
麦
粉
食

品
は
、
そ
れ
だ
け
で

食
べ
る
よ
り
も
肉
類

や
乳
製
品
、
野
菜
と

一
緒
に
食
べ
る
こ
と

に
よ
っ
て
、
お
互
い

に
不
足
し
て
い
る
成

分
を
補
い
合
い
バ
ラ

ン
ス
よ
く
栄
養
を

と
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。（
レ
シ
ピ
提

供
・
第
一
保
育
園
栄

養
士
）


